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行 財 政 改 革 の 状 況 （前年度に対する効果額）�

408億�
3,000万円�

農林水産業費�
21億4,330万円（5.2％）�

消防費�
12億7,312万円（3.1％）�

市　税�
143億 884万円�

（35.0％）�

地方交付税�
95億7,000万円�

（23.4％）�

歳入�歳入�歳入�

市　債�
39億9,340万円（9.8％）�

諸収入�
21億6,583万円（5.3％）�

県支出金�
21億2,540万円（5.2％）�

繰入金�
11億2,706万円（2.8％）�

その他�
21億6,553万円（5.4％）�

国庫支出金�
32億1,990万円（7.9％）�

408億�
3,000万円�

歳出�歳出�歳出� 民生費�
107億 178万円�

（26.2％）�

公債費�
56億1,598万円（13.8％）�

衛生費�
56億3,262万円�

（13.8％）�

土木費�
43億5,365万円（10.7％）�

教育費�
43億5,765万円（10.7％）�

総務費�
35億5,011万円�

（8.7％）�

商工費�
23億6,228万円（5.8％）�

その他�
2億4,435万円（0.6％）�

　飯田市行財政改革大綱とその実行計画の行財政集中改革プランに基づき、積極的に行財政改革を進めていま
す。公債費約5億6,000万円の繰上償還のほか、職員の人件費抑制、特別養護老人ホームの民営化、水道料金の
見直しなど、約6億8,500万円の財源を捻出しました。下表は、主な行財政改革の取り組み内容です。�

職員数・人件費の抑制・・・特別養護老人ホームの委託化（△57人）などによる�

民営化、委託化による経費の削減�

水道料金の見直し、ふるさと飯田応援隊（ふるさと寄附金）などの歳入確保�

枠配分による経常経費の圧縮、補償金免除繰上償還による利子の軽減�

補助金、負担金の見直し�

地方消費税交付金�
12億円�

（2.9％）�

分担金・負担金�
9億5,404万円（2.3％）�

議会費�
3億 63万円�
（0.7％）�

労働費�
2億9,453万円�

（0.7％）�

一 般 会 計 予 算 �一 般 会 計 予 算 �

（　）内は構成比�

（　）内は構成比�

○市税のうち、個人市民税は、税
源移譲（特別徴収義務者の4・
5月分）や、65歳以上を対象に
した段階的課税の特例措置の
終了により、昨年度よりも増額
になる見込みです。法人市民税
は、一部業種の好業績などによ
り増額、固定資産税も、新築家
屋の増加により増額を見込みま
した。全体では、昨年度よりも
約2億4,600万円の増額（1.8％
増）を見込みました。�

○地方交付税のうち普通交付税は、財政力の弱い自治体に手厚く配分される「地方再生対策費」が創設される一方
で、市税の増収や、交付税で手当てされる公債費の減額など、減額要素の方が大きく見込まれることから、昨年度よ
りも6,000万円（0.6%減）の減額を見込みました。�

○財源の不足分は、主要4基金（貯金）により補てんしました。�

○平成17年度から進めている学
校耐震化事業が最盛期を迎え
る教育費と、後期高齢者医療制
度が4月から始まる民生費が昨
年度よりも伸びています。�

○生活道路の整備・維持補修を行
うための土木費は、昨年度並み
の予算を確保しました。�

○公債費では、後年の財政運営
の健全化を図るため、約5億
6,000万円の繰上償還を行いま
す。�

3億9,200万円�

3,286万円�

8,230万円�

1億6,960万円�

864万円�

ねんしゅつ�
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各 会 計 予 算 �

特
　
別
　
会
　
計�

一般会計�
国民健康保険・事業勘定�
国民健康保険・直診勘定�
老人保健�
後期高齢者医療�
介護保険�
地方卸売市場事業�
駐車場事業�
墓地事業�
簡易水道事業�
農業集落排水事業�

下水道事業�
�
介護老人保健施設事業�
特別養護老人ホーム�
上村デイサービスセンター�
上村しらびそ高原観光事業�
ケーブルテレビ放送事業�
病院事業�
水道事業�
特別会計小計�

総　　計�

3,000万円�
7,000万円�
535万円�
8,200万円�
5,290万円�
9,860万円�
1,630万円�
6,800万円�
2,540万円�
8,000万円�
6,300万円�

5,000万円�
�

8,090万円�
�

2,420万円�
7,870万円�
9,480万円�
236万円�
800万円�
51万円�

3,051万円�

408億�
89億�

�
12億�
11億�
81億�

�
�
�

9億�
7億�

60億�
�

3億�
�
�
�
�

132億�
30億�
443億�
851億�

2.4�
△3.8�
0.5�

△87.9�
新設�
2.0�

△14.2�
△1.6�
51.2�
61.3�
7.6�

9.6�
�

3.3�
廃止�
0.4�

△8.6�
△20.2�
3.8�
8.2�

△14.2�
△7.0

�
保険給付費、後期高齢者支援金等、介護納付金、共同事業拠出金�
三穂診療所、上村歯科診療所�
医療給付費（後期高齢者医療への制度変更）�
県後期高齢者医療広域連合納付金�
保険給付費、地域支援事業費�
卸売市場費�
中央、本町、飯田駅、駅西、扇町各駐車場�
西部霊園整備、桐林墓地公園整備�
上久堅簡易水道、繰上償還2億8,485万円�
米川野池芋平地区、繰上償還2,732万円�
公共：飯田処理区・松尾浄化管理センター・川路処理区�
特環：山本地区、和田処理区、繰上償還11億6,505万円�
介護老人保健施設（ゆうゆう）�
指定管理者に移行（飯田市社会福祉協議会）�
支援サービス�
観光施設（ハイランドしらびそ）�
竜東地区、遠山郷�
新介護老人保健施設整備5億300万円、繰上償還10億6,589万円�
鉛給水管布設替1億9,800万円、繰上償還2億8,516万円�

会計名 予算額 主な内容
前年度比

(％)

人材のサイクルを構築し、文化経済自立都市の実現を目指して、これら3つの視点から予算編成を行いました。今回の
特集では、この平成20年度予算の概要をお知らせします。�

帰ってこられる産業づくり　帰ってきたいと考える人づくり　住み続けたいと感じる地域づくり

平成20年度予算�を公表します�

　大変厳しい財政状況ですが、選択と集中の視点から、限られた財源を効果的に活用し、統合的に事業を展開してい
きます。（具体的な事業のポイントは4～5ページ）�

・4月から始まる後期高齢者医療制度にあわせ、後期高齢者医療特別会計を新設しました。�
・特別養護老人ホーム民営化により、特別養護老人ホーム特別会計を廃止しました。�

・前年度比2.4％の増ですが、平成18年度の前倒し事業費約7億円を加えた平成19年度
予算額と、今年度行う地方債の繰上償還分を差し引いた平成20年度予算とを比較した
場合、実質的には0.7％の減になり、緊縮型の予算になっています。�

3,051万円（前年度比�７％減）�

（前年度比�2.4％増）�

（前年度比�14.2％減）�

3,000万円

51万円

851億

408億

443億

総予算

一般会計

特別会計



地育力向上連携システム推進事業�
～飯田の価値と独自性に自信と誇りが持てる
ような人づくりを進めます。�
■地育力向上連携システム推進事業�
　397万円�
　3本柱の「体験」「キャリア教育」「研究機
関ネットワーク」を進めます。体験活動を
行う市民団体や子育て支援グループ等の
学習交流の機会を設け、体験活動を推進
する市民ネットワークを構築していきます。�
■世界人形劇フェスティバル開催事業　
6,000万円�

　いいだ人形劇フェスタ10周年、人形劇のま
ちが生まれて30年を記念し、8月2日から
10日にかけて、市内外約120会場で開催し
ます。�

■問い合わせ　財政課　内線2231

子どもを産み育てやすい環境を充実�
■子ども医療費給付事業　�
　1億4,260万円（拡充分　4,200万円）�
　医療費給付の対象を就学前から小学校卒業まで拡充し、入院・
通院費用を助成します。県内19市の中で最も充実した制度
になります。�
■つどいの広場事業（8カ所に拡大）　3,240万円�
■放課後子ども教室設置運営事業　370万円�
　新たな小学校区で放課後子ども教室開設に取り組みます。�
■児童館・児童クラブの運営�
　1億1,052万円�
　鼎児童クラブの新設、伊賀良
児童クラブ・高松児童館の運
営体制を強化し、受け入れ体
制を整えます。民間運営の飯
田こども未来館の児童クラブ
開設を支援します。� つどいの広場�つどいの広場�

帰ってこられる

産業づくり
地域経済活性化プログラム2008の特に効果的な事業として�
取り組む重点プロジェクトを実施します�
地域経済活性化プログラム2008の特に効果的な事業として�
取り組む重点プロジェクトを実施します�

帰ってきたいと考える

人づくり

帰ってこられる

産業づくり

帰ってきたいと考える

人づくり

帰ってこられる

産業づくり

帰ってきたいと考える

人づくり
地育力向上連携システムを推進し�
子育て支援策を充実します�

企業誘致�
～新たな企業の誘致のために産業用地を整備します。�
■産業用地整備　1億9,500万円�
　経塚原地区において、産業用地・関連道路を整備し
ます。また、新たな産業用地を確保するための用地
調査を行います。�

企業誘致�
～新たな企業の誘致のために産業用地を整備します。�
■産業用地整備　1億9,500万円�
　経塚原地区において、産業用地・関連道路を整備し
ます。また、新たな産業用地を確保するための用地
調査を行います。�

南信州アンテナショップ開設運営事業�
～名古屋都市圏に南信州地域をまるごとPRします。�
■南信州アンテナショップ開設運営事業　500万円�
　「南信州の食と農」をテーマとして農産物などのPR・
市場調査を行う農産物等直売所を開設します。観
光誘客、人材誘導にもつなげていきます。�

南信州アンテナショップ開設運営事業�
～名古屋都市圏に南信州地域をまるごとPRします。�
■南信州アンテナショップ開設運営事業　500万円�
　「南信州の食と農」をテーマとして農産物などのPR・
市場調査を行う農産物等直売所を開設します。観
光誘客、人材誘導にもつなげていきます。�

★このほかにも�

大学等との連携によるパワーアップ活動�
～大学等との連携による企業の研究開発力とマーケ
ティング力の強化を進めます。�
人材育成人材育成～ワーキングホリデーなどを通じ就農意
欲のある方に、この地域で農業を始め定着していた
だくための支援を行います。�

★このほかにも�

大学等との連携によるパワーアップ活動�
～大学等との連携による企業の研究開発力とマーケ
ティング力の強化を進めます。�
人材育成～ワーキングホリデーなどを通じ就農意
欲のある方に、この地域で農業を始め定着していた
だくための支援を行います。�

天龍峡まちづくり事業�
～天龍峡IC供用開始にあわせ、天龍峡再生元年とし
て名勝天龍峡再生の第一歩を踏み出します。�
■天龍峡活性化事業　1,546万円�
　地域再生マネージャーと地域、事業者の皆さんとが
一体となり天龍峡の活性化を進めます。新規事業と
して、天龍峡を案内する「ご案内人制度」を始めます。�
■天龍峡まちづくり整備事業　7,974万円�
　天龍峡の資源（歴史的・文化的な価値、景観、風情）
を活かした施設整備を重点的に行います。�
■天龍峡再生道路整備事業　3億  950万円�
　天龍峡ICからエコバレー区域を結ぶ道路の整備を
進めます。�

天龍峡�
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りんご並木�

病院事業�
～高度・緊急医療を推進し、医療の充実を図ります。�
■病院事業会計負担金　13億8,360万円�
飯田下伊那地域の中核病院として、産科医問題を
はじめ、医師・看護師の確保に取り組みます。�

中山間地域対策事業�
～中山間地域の生活環境の整備を総合的に進めます。�
■中山間地域計画策定事業　220万円�
　中山間地域（竜東、三穂、遠山）の課題を整理し、総
合的な生活環境整備対策につなげるため、意識調
査や研修会などを実施します。�
■地域振興住宅整備事業　2,500万円�
　中山間地域の活性化に資するため、民間借家が無
い、または少ない地域の住宅を整備します。�

学校施設耐震化推進事業�
■学校施設耐震化推進事業　8億5,298万円�
　耐震診断（小学校
4、中学校2）�
　耐震工事（丸山・
下久堅・千栄・竜丘・
山本・和田小学校、
竜峡中学校）�

新エネルギー推進�
■新エネルギー推進事業　1,583万円�
　太陽エネルギー・木質バイオマスの活用や、廃食用
油をバイオディーゼル
燃料燃料に変換変換し実用化実用化
するための実証実験
に取り組むほか、新た
に小水力発電小水力発電の実用実用
化に向けた調査を行
います。�
■省エネルギー推進事業　138万円�
　水資源を有効活用するため、モデル的に公共施設
に雨水貯留タンクを設置して、雨水を活用します。�

新エネルギー推進�
■新エネルギー推進事業　1,583万円�
　太陽エネルギー・木質バイオマスの活用や、廃食用
油をバイオディーゼル
燃料に変換し実用化
するための実証実験
に取り組むほか、新た
に小水力発電の実用
化に向けた調査を行
います。�
■省エネルギー推進事業　138万円�
　水資源を有効活用するため、モデル的に公共施設
に雨水貯留タンクを設置して、雨水を活用します。�

中心市街地活性化事業�
■中心市街地活性化協会支援事業　150万円�
　空き店舗活用計画の策定などに取り組む中心市街

地活性化協会を支援
します。�
■谷川1・2号線調査事
業　500万円�
　測量、調査を実施し、
谷川1・2号線（東和町
ほか）、都市下水路の
整備方針を検討します。�

■御用水再生事業�
　1,000万円�
　りんご並木を流れる
御用水のせせらぎを
充足させるための改
修をします。�

丸山小学校�丸山小学校�

新たに取り組むことや、今までの制度を見直して、予算を拡充した事業など、�
平成20年度予算の重点ポイントを紹介します。�

住み続けたいと感じる

地域づくり

安心安全に暮らせるまちづくりを推進します�
中山間地域の生活環境整備に取り組みます�
中心市街地の交流、定住環境の整備を行います�

住み続けたいと感じる

地域づくり
住み続けたいと感じる

地域づくり

平成20年度予算�重点ポイント�

　この都市像には、飯田市の状況を踏まえてこれからの10

年間を見通した時、地域経済自立度の向上や人材の獲得に

優先的・重点的に取り組み、早期に地域の状況を改善していく必要がある、という強い思いが込

められています。最初に「文化」を掲げているように、何よりも地域の文化や市民との関わりを大

切にしています。「地域の素晴らしい自然環境の下、豊かで個性溢れる地域文化が常に活き活き

と産み出され、発信されていること」が大切です。この文化を支えるためにも「足腰の強い高い付

加価値のある経済活動が多彩に継続して営まれている」ことが必要であり、このことを「経済自立」

と表しています。�

　従って「文化経済自立都市」がめざしているのは「いつの時代も、この素晴らしい環境の下で、

市民一人ひとりがそれぞれに活き活きと輝き続けることができるまち」です。�

� 2008.4.1［広報いいだ］�
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パネルディスカッションのよ
うす�

協定を終え、小林伸社長と市長が固い握手を交わす� 電波時計の仕組みを学ぶ�

　3月7日、株式会社信州飯田エコビレッジと協定を締

結。今後も同社、竜丘土地管理組合と協働し、住みよい

まちづくりを進め、エコハウジングビレッジ「花の木の里」

への中京圏などからの人材誘導を支援していきます。�

　2月24日、飯田市公民館で開催。「公

民館活動のあり方」をテーマにしたパネ

ルディスカッションでは、ひさかた風土舎

の長谷部三弘さん、信毎報道部次長の

小市昭夫さん、前竜丘自治協議会長の

下平隆司さん、橋南主任児童委員の菅

沼輝美さんが熱心に語り合いました。そ

の後参加者は、子育てや地域資源の活

用などの分科会に分かれ意見交換を行

いました。�

　2月16日、スーパーサイエンス事業がシチズン平和

時計で行われました。工場見学の後、マイスターの指

導を受けながら親子で腕時計の電池交換などを体験

し、ものづくりに触れました。�

活動のあり方を考える�
第45回飯田市公民館大会�

シチズンスーパーサイエンス�

ものづくりの楽しさを�
環境と共生するまちづくり�

パワーアップ協定�

伊豆木人形クラブによる発表�



� 2008.4.1［広報いいだ］�

　2月16日、第23回ムトス飯田賞の表彰

式と19年度のムトス飯田助成団体の活

動発表・交流会を行いました。今回の飯

田賞を受賞したのは、「祭feelings of 

power実行委員会」と、「土曜笑学校」

の皆さんです。受賞後、映像を使っての

意見発表や、小咄などが披露されまし

た。�

　交流会では、4つの分散会に分かれ、

日ごろの活動発表や積極的な情報交換

が行われました。�

　3月2日、文化会館で、消防団ブラスバンド部・ラッパ隊

の演奏、女性消防団員の活動発表が行われました。素晴

らしい演奏や勇壮なラッパ、趣向を凝らした発表に、会場

からは大きな拍手が送られていました。�

防火・防災を願って�
消防団消防音楽隊定期演奏会�

ムトス飯田交流会�

ムトス飯田賞を表彰�

受賞者に表彰状を渡す�

女性消防団員による防火ＰＲの大喜利「消点」�

小咄が披露されました�

ラッパ隊の演奏が響く�
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「
膠
原
病
っ
て
何
で
す
か
」
外

来
で
よ
く
受
け
る
質
問
で
す
。

膠
原
病
は
、
自
己
免
疫
疾
患
と

も
言
わ
れ
、
自
己
抗
体
が
疾
患

の
主
体
（
原
因
）
に
な
り
ま
す
。

通
常
、
抗
体
は
細
菌
や
ウ
イ
ル

ス
な
ど
、
身
体
に
と
っ
て
不
都

合
な
外
来
物
質
を
攻
撃
す
る
自

己
防
衛
（
生
体
防
御
）
の
役
目
を

担
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
自

己
免
疫
疾
患
で
は
、
抗
体
が
自

己
（
自
分
の
身
体
）
を
標
的
に
し

て
し
ま
う
の
で
す
。�

最
も
多
い
疾
患
は
関
節
リ
ウ

マ
チ
で
、
関
節
を
構
成
す
る
滑

膜
が
自
己
抗
体
に
よ
っ
て
障
害

さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
の

早
期
診
断
に
、
抗
Ｃ
Ｃ
Ｐ
抗
体

が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

10
年
以
上
前
は
、
関
節
リ
ウ
マ

チ
の
治
療
方
法
が
限
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
で
は
抗
リ
ウ

マ
チ
剤
、
免
疫
抑
制
剤
、
生
物
製

剤
（
抗
体
療
法
）
に
よ
り
症
状
が

軽
減
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
お

り
、
今
後
の
関
節
リ
ウ
マ
チ
の

治
療
に
は
期
待
で
き
る
部
分
が

多
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。�

膠
原
病
に
含
ま
れ
る
他
の
疾

患
と
し
て
は
、
全
身
性
エ
リ
テ

マ
ト
ー
デ
ス
、
シ
ェ
ー
グ
レ
ン

症
候
群
、
強
皮
症
、
皮
膚
筋
炎
・

多
発
性
筋
炎
、
血
管
炎
、
ベ
ー
チ

ェ
ッ
ト
病
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

膠
原
病
は
遺
伝
病
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
家
族
内
発
症
の

傾
向
が
あ
る
（
身
内
に
膠
原
病

の
方
が
い
る
場
合
に
罹
患
率
が

高
い
）
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
不
安
の
あ
る
方
は
一
度
受

診
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
ま
た
、
膠
原
病
の
方
で
も
条

件
付
き
で
す
が
妊
娠
・
出
産
が

可
能
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

リ
ウ
マ
チ
以
外
の
膠
原
病
で

も
免
疫
抑
制
剤
の
発
達
に
よ
り

回
復
の
見
通
し
が
良
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
全
身
性

エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
の
方
の
5

年
生
存
率
は
、
1
9
6
0
年
代

で
は
60
％
台
で
し
た
が
、
現
在

は
90
％
を
超
え
て
い
る
と
い
う

報
告
が
あ
り
ま
す
。
膠
原
病
は

「
不
治
の
病
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
が
、
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
良
好
な
例
が
増
加
し
て
い

る
の
も
事
実
で
す
。
早
期
診
断
・

早
期
治
療
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。� 市立病院　内科�

金田  和 彦  医師�

膠
原
病
と
は�

飯田市立病院�
〒395-8502 飯田市八幡町438�
TEL.0265-21-1255

飯
田
市
長
　
牧
野
光
朗
�

そ
の
４０
�

「
あ
る
も
の
探
し
の
物
語
」
を
語
り
伝
え
る�

2
月
に
公
民
館
が
主
催
す

る
高
校
生
講
座
の
講
師
を
し

た
と
き
に
痛
感
し
た
の
は
、

講
座
を
受
け
よ
う
と
す
る
く

ら
い
の
意
識
の
高
い
若
い
皆

さ
ん
で
も
、
ま
だ
ま
だ
自
分

た
ち
の
地
域
に
つ
い
て
、
よ

く
知
ら
な
い
と
言
う
こ
と
で

し
た
。�

若
い
皆
さ
ん
の
郷
土
に
つ

い
て
の
ほ
ぼ
共
通
し
た
認
識

は
「
南
信
州
、
飯
田
は
自
然

が
豊
か
な
と
こ
ろ
で
好
き
で

は
あ
る
が
、
特
に
何
が
あ
る

訳
で
も
な
い
」
と
い
う
こ
と

の
よ
う
で
す
。
こ
う
し
た
認

識
の
ま
ま
、
高
校
を
卒
業
し

て
郷
土
を
離
れ
て
し
ま
っ
た

ら
な
か
な
か
帰
っ
て
来
る
気

に
な
れ
な
い
で
し
ょ
う
。�

高
校
生
講
座
の
と
き
も
そ

う
で
し
た
が
、
私
は
、
取
材

を
受
け
た
り
、
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
で
市
の
紹
介
を
し
た
り

す
る
と
き
に
も
、
飯
田
の
「
あ

る
も
の
探
し
の
物
語
」
に
つ

い
て
話
を
し
て
い
ま
す
。�

ま
ち
な
か
の
「
り
ん
ご
並

木
物
語
」
や
川
本
喜
八
郎

人
形
美
術
館
が
で
き
る
ま
で

の
物
語
、
桜
守
の
物
語
、
そ

し
て
最
近
で
は
「
自
転
車
の

物
語
」
も
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
地
域
に
は
、
あ
る

も
の
探
し
を
す
れ
ば
魅
力
的

に
語
れ
る
地
域
の
物
語
が
、

ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い

ま
す
し
「
天
龍
峡
再
生
物
語
」

の
よ
う
に
、
現
在
進
行
中
の

も
の
も
あ
り
ま
す
。�

若
い
人
た
ち
が
地
域
を
離

れ
る
前
に
、
こ
う
し
た
「
あ

る
も
の
探
し
の
物
語
」
を
語

り
伝
え
る
こ
と
が
「
地
育
力
」

の
原
点
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。�

こ
う
げ
ん
び
ょ
う�

か
つ�

ま
く�

き
ょ
う
ひ�

り

か
ん�
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毎月市民の皆さんに、�

1. 私の健康法�

2. 感動したこと�

3. 今がんばっていること�

4. まちづくりへの提言�

以上の項目から選んで�

語っていただき、�

次の方にバトンタッチする�

「リレートーク」です。�

次はあなたの番かも…�

演奏家になりたい�

感
動
し
た
こ
と�

　ぼくのしょう来の夢は、演奏家になること

です。ぼくは7年間、音楽教室に通っています。

そこでは3人の友達とエレクトーンのアンサ

ンブルを楽しんでいます。今は、1970年代か

ら1980年代のダンスミュージックのメドレー

を練習しています。�

　大人になったら、世界に出て、たくさんの人たちに音楽の楽

しさ、すばらしさを感じてもらいたいと思います。できれば、

仲間を作ってアンサンブルをしたいです。�

　そのために、たくさん練習や勉強をしたいです。�

笑い 時々 真剣�
のち大笑いでしょう�

　学校が土曜休日となり、育成会のク
ラブ活動で文化系クラブが少ないこと
から「子どもたちに落語を知ってもら
おう」と始めたのが「土曜笑学校（ど
ようしょうがっこう）」です。�
　「天国の小咄（こばなし）をやりま
す。あのよー」などと短い小咄から覚
え、大きい声を出すことや表現力を養
いつつ、だんだんと長い落語を覚えま
す。落語の登場人物はどこか間が抜け
ていたり、ハチャメチャだったりとお
もしろいので、みんなあっという間に

覚えてしまいます。それを、呼んでい
ただいた敬老会や地区の行事の中で
「子ども寄席」として発表します。子
どもたちは、ウケがとれたりほめられ
たりするとどんどん自信をつけるよう
で、楽しくのびのびと高座（こうざ）
で話す姿はとてもカッコイイです。�
　夢は「全国子ども落語大会」を開催
すること。日本中が子どもの落語で
笑ってくれたらうれしいですね。�
　小・中学生の皆さん、一度見学に来
て一緒に落語で笑いませんか?　入会
はいつでもＯＫ。ブログにも日々の練
習風景や寄席の様子を載せています。�
http://doyosho.jugem.jp

土曜笑学校�

代表　木下浩志 さん�

はた� しゅう�へい�

秦　秀平 さん�
（龍江小６年）�

先月の佐々木亜矢子 さん（松尾）からのリレー�

した�きの� し�ひろ�

ま
つ�

お
か�

た�

か�

よ�

　
1
月
27
日
に
行
わ
れ
た
大
阪
国
際
女
子

マ
ラ
ソ
ン
。
�

　
″
ト
ラ
ッ
ク
の
女
王
″
呼
ば
れ
、
初
の

マ
ラ
ソ
ン
参
加
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
注

目
を
浴
び
て
い
た
福
士
加
代
子
さ
ん
。
�

　
レ
ー
ス
序
盤
は
首
位
で
独
走
状
態
で
し

た
が
、
30
キ
ロ
地
点
を
過
ぎ
る
と
急
に
失

速
し
、
何
度
転
倒
し
て
も
立
ち
上
が
っ
て

フ
ラ
フ
ラ
に
な
り
な
が
ら
も
完
走
し
ま
し

た
。
�

　
競
技
場
で
は
大
歓
声
が
起
こ
り
、
テ
レ

ビ
を
見
て
い
る
私
に
も
強
烈
な
印
象
と
存

在
感
、
そ
し
て
感
動
が
残
り
ま
し
た
。
�

　
「
最
後
の
方
で
は
、
転
ん
で
も
意
識
が

あ
っ
て
笑
っ
て
い
た
」
と
話
す
彼
女
に
、

不
思
議
な
親
し
み
と
、
何
事
も
あ
き
ら
め

な
い
心
の
強
さ
を
教
わ
っ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
�

松
岡
多
介
代
さ
ん（
上
郷
）�
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平成21年7月31日
12345678
長野県飯田市大久保町1234

長野県後期高齢者医療広域連合

昭和5年10月10日
平成20年 4月 1日
平成20年 4月 1日
平成20年 4月 1日
1　割

飯田　太郎 男

3 9 2 0 2 0 5 6

被保険者証（オレンジ色）

納付できる納付書

介
護
保
険
料
の�

コ
ン
ビ
ニ
収
納
開
始�

後
期
高
齢
者
医
療�

被
保
険
者
証
の
発
送�

税目�

納期�

4月の納税

国民健康保険税(4月分)

4月30日(水)

納税には便利な口座振替を�
ご利用ください�

バーコード

����

○
現
金
以
外
で
の
納
付
を
希
望

　
す
る
場
合�

○
納
付
書
を
持
参
し
な
い
場
合�

○
納
付
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額

　
が
３０
万
円
を
超
え
る
場
合�

○
納
付
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額

　
以
外
の
金
額
で
の
納
付
を
希

　
望
す
る
場
合�

○
納
付
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額

　
を
訂
正
し
た
場
合�

※
バ
ー
コ
ー
ド
の
印
刷
が
な
い

　
納
付
書
を
お
持
ち
の
方
で
、

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で�

　
の
納
付
を
希
望
す
る
方
は
、

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
介
護
高
齢
課
　
介
護
保
険
係�

　
内
線
５
３
９
２�

���

　
４
月
１
日
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。�

　
こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る
方

に
は
、３
月
末
に
「
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
」（
オ
レ
ン

ジ
色
）
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

お
送
り
し
ま
し
た
保
険
証
の
記

載
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。�

※
こ
れ
ま
で
使
用
し
た
老
人
保

　
健
医
療
受
給
者
証（
白
色
）に

　
つ
い
て
は
、
各
自
治
振
興
セ

　
ン
タ
ー
、
り
ん
ご
庁
舎
市
民

　
証
明
コ
ー
ナ
ー
ま
た
は
市
役

　
所
保
健
課
ま
で
返
却
し
て
く

　
だ
さ
い
。�

▼
保
険
証
を
お
送
り
し
た
方�

○
７５
歳
以
上
の
方
全
員�

○
６５
歳
以
上
で
一
定
の
障
害
が

　
あ
る
と
認
定
さ
れ
、
後
期
高

　
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す
る

　
こ
と
を
希
望
し
た
方�

▼
保
険
証
が
届
か
な
い
場
合�

　
市
役
所
保
健
課
ま
で
ご
連
絡

　
く
だ
さ
い
。�

▼
記
載
誤
り
が
あ
る
場
合�

　
各
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
、
り

　
ん
ご
庁
舎
市
民
証
明
コ
ー
ナ

　
ー
ま
た
は
市
役
所
保
健
課
ま

　
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

○
保
健
課
　
医
療
給
付
係�

　
内
線
５
５
２
５�

○
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

　
域
連
合�

　
1
０
２
６（
２
２
９
）５
３
２
０�

�����������

　
４
月
以
降
に
発
行
す
る
介
護

保
険
料
普
通
徴
収
（
現
金
納
付
）

の
納
付
書
か
ら
、
今
ま
で
の
金

融
機
関
や
市
役
所
窓
口
な
ど
に

加
え
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
も
納
付
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。�

　
休
日
や
夜
間
で
も
納
付
で
き

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

▼
納
付
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

　
ス
ス
ト
ア�

　
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ

　
ン
、
サ
ー
ク
ル
Ｋ
ほ
か�

※
納
付
書
裏
面
に
記
載
し
て
い

　
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ

　
い
。�

▼
納
付
で
き
な
い
場
合�

○
納
付
書
に
バ
ー
コ
ー
ド
の
印

　
刷
が
な
い 

場
合�

　
（
平
成
２０
年
３
月
以
前
に
発

　
行
し
た
納
付
書
）�



1月15日号は休刊です�

　4月から飯田市立病院に産婦人科医師1名が派遣されることになりま
した。これにより産婦人科医師は、常勤医師4名と非常勤医師1名とな
ります。�
　そこで市立病院としては、安全・安心の出産を確保しながら、できる
限り多くの出産に対応するため、4月以降の予約の取り扱いについては、
次のとおりとさせていただきますので、ご理解ご協力をお願いします。�

○市立病院で取り扱う出産予約件数は、1カ月あたり70件を目安とします。�

○飯田・下伊那地域に住所がある方の出産は、従来どおり、原則として全て受

　け入れます。さらに、その予約件数が70件を超えない場合には、里帰り出産

　についても受け入れます。�

○飯田・下伊那地域に住所のある方で、市立病院での出産を希望する方は、　

　早めに予約をしてください。�

○実家が飯田・下伊那地域にあり、市立病院で里帰り出産を希望する方は、　

　出産予定月の5カ月前の1日～7日の間に電話で予約をしてください。�

　予約件数が70件を超えた場合など、里帰り出産の予約を受け付けできないこ

　とがありますので、ご留意ください。（土・日曜日、祝日は受け付けできません。�

　7日が土・日曜日、祝日の場合は、次の平日まで受け付けます）�

□予約受付　午前8時30分～午後5時　10265（21）1255　内線2196

○市立病院における妊婦健診を拡大します。前期検査以降の健診について、医
　師による健診と助産師外来による健診を組み合わせて行います。前期検査の
　際にご説明します。　�

◇飯田・下伊那地域に住所がある方のうち、原則として飯田市・下伊那郡の町
　村発行の母子手帳の交付を受け、市立病院で継続して妊婦健診を受けること
　ができる方を対象とします。�

■問い合わせ　飯田市立病院　10265（21）1255

出産予定月�
4月～7月�
8月�
9月�
10月�
11月�
12月�

里帰り出産の予約受付期間・状況�
予約をお受けできません�
既に70件を超えており、予約をお受けできません�
予約受付　4月1日（火）～4月7日（月）�
予約受付　5月1日（木）～5月7日（水）�
予約受付　6月2日（月）～6月9日（月）�
予約受付　7月1日（火）～7月7日（月）�

� 2008.4.1［広報いいだ］�
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子
ど
も
医
療
費
（
小
6
ま
で
）�

受
給
者
証
の
申
請�

麻
し
ん
風
し
ん�

予
防
接
種
対
象
者
の
拡
大�

三
遠
南
信
ト
ッ
プ
対
談�

飯
田
市
職
員�

り
ん
ご
並
木�

歩
行
者
天
国�

���
　
市
で
は
、４
月
１
日
か
ら
福
祉

医
療
の
う
ち
の
、乳
幼
児
医
療

費
制
度
を
子
ど
も
医
療
費
制
度�

に
改
正
し
て
、受
給
対
象
と
な
る

年
齢
を
小
学
校
卒
業
ま
で
拡
大

し
ま
す
。�

▼
申
請
方
法�

　
新
２
年
生
か
ら
６
年
生
の
お

　
子
さ
ん
に
は
、通
学
し
て
い
る

　
小
学
校
を
通
じ
て
始
業
式
後

　（
４
月
７
日
こ
ろ
）に
申
請
書

　
を
お
配
り
し
ま
す
。
必
要
事

　
項
を
記
入
し
て
各
自
治
振
興

　
セ
ン
タ
ー
、り
ん
ご
庁
舎
市
民

　
証
明
コ
ー
ナ
ー
ま
た
は
市
役

　
所
保
健
課
に
提
出
し
て
く
だ

　
さ
い
。�

※
新
１
年
生
の
お
子
さ
ん
は
乳

　
幼
児
医
療
制
度
か
ら
の
継
続

　
と
な
り
ま
す
の
で
、申
請
の
必�

　
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

▼
4
月
初
め
に
受
診
を
予
定
し

　
て
い
る
場
合�

　
市
役
所
保
健
課
に
申
請
書
を

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。直
ち
に

　
受
給
者
証
を
交
付
し
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
保
健
課
　
医
療
給
付
係�

　
内
線
５
５
２
５�

���

　
予
防
接
種
法
の
改
正
に
よ
り
、

４
月
か
ら
５
年
間
の
期
限
付
き

で
、
現
在
の
第
１
期
（
１
歳
児
）

第
２
期
（
保
育
園
な
ど
の
年
長

児
）に
加
え
、第
３
期（
中
学
１

年
生
相
当
年
齢
）と
第
４
期（
高

校
３
年
生
相
当
年
齢
）
ま
で
予

防
接
種
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。�

　
昨
年
の
春
、
１０
〜
２０
歳
代
の

年
齢
層
を
中
心
に
麻
し
ん
（
は

し
か
）
が
流
行
し
た
こ
と
か
ら
、

厚
生
労
働
省
で
は
平
成
２４
年
度

ま
で
に
麻
し
ん
を
撲
滅
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
対
象

者
は
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。�

※
対
象
者
に
は
、
詳
細
に
つ
い

　
て
通
知
し
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
保
健
課
　
健
康
推
進
係�

　
内
線
５
５
１
１�

���

　
三
遠
南
信
地
域
の
住
民
・
大

学
・
経
済
界
・
行
政
が
一
緒
に

な
っ
て
策
定
し
た
「
三
遠
南
信

地
域
連
携
ビ
ジ
ョ
ン
」
。
今
年

度
か
ら
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ

い
た
県
境
連
携
を
進
め
ま
す
。�

　
今
後
の
県
境
連
携
の
あ
り
方

な
ど
に
つ
い
て
東
三
河
・
遠
州
・

南
信
州
地
域
の
経
済
界
と
行
政

の
代
表
が
対
談
し
ま
す
。�

　
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

▼
日
時
　
５
月
１３
日
c�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
５
時�

▼
場
所�

　
豊
橋
市
公
会
堂�

　（
豊
橋
市
八
町
通
２
丁
目
２２
）

▼
内
容�

○
基
調
講
演
　
大
西
隆
さ
ん�

　（
東
京
大
学
教
授
・
国
土
審

　
議
会
委
員
）�

○
三
遠
南
信
地
域
連
携
ビ
ジ
ョ

　
ン
の
内
容
報
告�

　
戸
田
敏
行
さ
ん�

　（
6
東
三
河
地
域
研
究
セ
ン

　
タ
ー
常
務
理
事
）�

○
浜
松
・
豊
橋
・
飯
田
の
市
長

　
お
よ
び
商
工
会
議
所
会
頭
に

　
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

　
ョ
ン�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
三
遠
南
信
交
流
・
リ
ニ
ア
推

　
進
対
策
室�

　
内
線
２
２
２
３�

���

　
り
ん
ご
並
木
を
歩
行
者
天
国

に
し
ま
す
。
ま
ち
な
か
の
桜
を

散
策
し
な
が
ら
、
ぜ
ひ
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。�

　
車
で
お
越
し
の
際
は
交
通
規

制
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

▼
日
時
　
４
月
１３
日
a�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時�

▼
規
制
区
間�

　
り
ん
ご
並
木
（
知
久
町
〜
通

　
り
町
）�

※
本
町
通
り
に
つ
い
て
は
、
り

　
ん
ご
並
木
交
差
点
は
車
で
通

　
行
で
き
ま
せ
ん
。�

▼
主
な
イ
ベ
ン
ト�

○
音
楽
ラ
イ
ブ
、
ダ
ン
ス
パ
フ

　
ォ
ー
マ
ン
ス�

○
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ�

○
城
下
町
い
い
だ
ス
タ
ン
プ
ラ

　
リ
ー�

○
羊
の
毛
で
マ
ス
コ
ッ
ト
を
作

　
ろ
う�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
商
業
・
市
街
地
活
性
課�

　
内
線
４
６
５
０�
　緊急電話�

火災を発見！消防署に連絡�

局番なしの119

局番なしの110
携帯電話からもかかります�

大変だ！警察に連絡�
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１つの書類だけで�
確認する場合�
（１枚書類）�

複数の書類を�
組み合わせて�
確認する場合�
（２枚書類）�

○運転免許証�
○パスポート（旅券）�
○外国人登録証明書�
○写真付き住基カード　など�

○各種健康保険被保険者証�
○介護保険被保険者証�
○年金手帳・年金証書�
○写真なし住基カード�
○福祉医療の受給者証�
○身体障害者手帳�
○療育手帳�
○精神障害者保健福祉手帳　など�
※この中の２つ以上の書類または分
　類乙の書類と合わせて確認する�
○学生証�
○法人の発行した身分証明書�
○病院の診察券�
○金融機関のキャッシュカード・通帳�
○公共料金の領収書　など�
※必ず分類甲の書類１以上と合わせ
　て確認する�

※上記の書類がない場合であっても、本人しか知り得ない事柄の聞き取りなどで　
　本人確認ができる場合は証明書等を交付します。　

分
類
甲�

分
類
乙�

確認方法� 提示書類� 本
人
確
認
に�

ご
協
力
く
だ
さ
い�

「広報いいだ」に有料広告を掲載しています。４月から、継続的に掲載いただいた場合、
掲載料金を割引することにしました。�
随時広告を募集していますので、ぜひ掲載をご検討ください。�

◆掲載の位置
毎月１日号の「市役所発くらしの情報」ページの最下欄�
（15日号には掲載枠がありません）�

◆掲載申請できる方
住所が飯田市内にあり、１年以上継続して事業を営んで
いる個人または法人で、市税の滞納がない方�

◆掲載できない広告
○政治・選挙・宗教・風俗・貸金業に関連
　する広告�
○事実に反する表記を含む広告、内容が
　誇大である広告など�

広報いいだの発行部数は36,000部
で市内各世帯に配布するほか、市内の
コンビニエンスストア11店舗にも配
布のご協力をいただいており、大きな
宣伝効果が期待できます。

※申込方法など詳細はお問い合わせください。�

■申し込み・問い合わせ　秘書広報文書課　広報広聴係　内線2125

◆広告の大きさ
縦50mm×横180mm　（広告は黒１色刷り）�

◆広告掲載料金
１回、２回連続掲載　  １回当たり 36,000円�
３回～５回連続掲載　１回当たり 32,400円（１割引）�
６回以上連続掲載　　１回当たり 28,800円（２割引）�
※４月１日号から割引を適用します。�

���
　
戸
籍
法
・
住
民
基
本
台
帳
法

の
改
正
に
よ
り
、
４
月
１
日
か

ら
戸
籍
謄
本
や
住
民
票
な
ど
を

交
付
申
請
す
る
時
の
本
人
確
認

の
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。�

　
こ
れ
ま
で
も
申
請
書
へ
の
住

所
・
氏
名
の
記
載
な
ど
の
方
法

で
本
人
確
認
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
後
は
運
転
免
許
証
や
保

険
証
な
ど
に
よ
り
本
人
確
認
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

　
個
人
情
報
の
保
護
と
不
正
請

求
を
防
止
す
る
た
め
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

※
郵
送
で
請
求
す
る
場
合
は
、

　
市
民
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。�

▼
対
象
窓
口�

　
市
民
課
、
り
ん
ご
庁
舎
市
民

　
証
明
コ
ー
ナ
ー
、
各
自
治
振

　
興
セ
ン
タ
ー�

▼
本
人
確
認
の
方
法
と
提
示
書

　
類
　
左
表�

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課�

　
内
線
５
４
１
１
　
　�



［広報いいだ］2008.4.1��

ハ
イ
ラ
ン
ド
し
ら
び
そ�

オ
ー
プ
ン�

動
物
園
春
の
写
生
大
会�

■問い合わせ�
動物園　10265（22）0416

こいのぼり作り�
手に絵の具をつけて布に押しあて、
こいのぼりを作ります。手形がウ
ロコになります。�
４月19日g～５月４日-�
※ 5月 5日-・6日0 はできあが     
　ったこいのぼりを園内に飾ります。�

卵の標本を作ろう�
ニワトリの卵の標本を作ります。�
４月26日g・27日a　13:00から
持ち物：生卵1個�

この羽だれだ？�
約20種の羽を見て触れてみよう。�
5月 3日-～6日0�
13:00～ 14:30

Ｇｏ！Ｇｏ！いいだＺｏｏ！�
開園55周年式典�
5月5日- 8:30～ 9:00

伊那谷戦隊Ｚｏｏレンジャー�
動物園スタッフが変身します。�
5月 5日- 11:30～ 12:00�
※雨天の場合は5月6日0

動物園の�
休園日�

■問い合わせ�
　動物園�

10265（22）0416

  4 月 7 日b◆14日b�
◆21日b◆28日b�
◆30日d     �

　5月 7 日d◆12日b

���
　
冬
期
休
業
し
て
い
ま
し
た
「
ハ

イ
ラ
ン
ド
し
ら
び
そ
」
の
営
業

を
始
め
ま
す
。�

　
飯
田
市
街
地
か
ら
車
で
１
時

間
１５
分
の
「
し
ら
び
そ
高
原
」

に
あ
り
ま
す
。
展
望
風
呂
に
入

り
な
が
ら
、
雄
大
な
南
ア
ル
プ

ス
と
中
央
・
北
ア
ル
プ
ス
の
大

パ
ノ
ラ
マ
を
楽
し
め
ま
す
。ぜ
ひ

皆
さ
ん
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。�

▼
営
業
開
始�

　
４
月
１２�
日
g�

※
宿
泊
に
つ
い
て
は
４
月
１１
日

　
f
か
ら
可
能
で
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
上
村
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー�

　
1
０
２
６
０（
３
６
）２
２
１
１�

���

▼
対
象�

　
園
児
、
小
・
中
学
生�

▼
日
時
　
４
月
２０
日
a�

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時�

※
雨
天
の
場
合
は
２７
日
a
に
延

　
期
し
ま
す
。�

▼
場
所
　
動
物
園�

▼
画
材�

　
自
由
（
油
絵
は
除
く
）�

※
当
日
配
布
す
る
四
つ
切
り
画

　
用
紙
を
使
用
、
写
生
用
具
は

　
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
そ
の
他�

　
作
品
に
は
住
所
、氏
名
、年
齢
、

　
園
・
学
校
名
、学
年
を
明
記

　
し
て
く
だ
さ
い
。�

※
事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ

　
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
参
加

　
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
動
物
園�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）０
４
１
６�
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５月18日（日）
　　午前８時30分�
　　　スタート�

■申し込み・問い合わせ�
○参加申込と大会の詳細について�
　㈲アール・アンド・アイ�
　104（7189）0008�
　ホームページ�
　http://homepage2.nifty.com/randi/�
○その他�
　上村自治振興センター　10260（36）2211

レースは上村程野（市道１号線）しらびそ高原入
口から「ハイランドしらびそ」までの全長約15キロ
メートルで行われます。�
標高差1,000メートルを超える山岳コース。実業

団・エキスパートなどクラス別、年齢別、男女別に
ゴールを目指して駆け上がります。�
ぜひご参加ください。�

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の�

バ
ス
旅
行
開
催�

人
権
尊
重
プ
ロ
グ
ラ
ム�

支
援
事
業
募
集�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等�

活
動
費
助
成
事
業�

中央図書館の開館時間を変更

 ■中央図書館　10265（22）0706

４月３日eから、中央図書館の毎
週木曜日の開館時間を変更します。
大勢の皆さんのご利用をお待ちし
ています。�

開館時間 午前10時～午後８時
(木曜日）

���
　
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
へ

の
バ
ス
旅
行
を
開
催
し
ま
す
。�

▼
対
象�

　
市
内
に
お
住
ま
い
で
小
学
生

　
以
上
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち

　
の
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど�

▼
日
時
　
５
月
３
日
-�

　
午
前
５
時
（
市
役
所
発
）�

　
午
後
１０
時
（
市
役
所
着
）�

▼
参
加
費�

○
大
人
　
　
７
、０
０
０
円�

○
中
高
生
　
６
、０
０
０
円�

○
小
学
生
　
５
、０
０
０
円�

▼
定
員
　
８０
人
（
先
着
順
）�

▼
申
込
締
切�

　
４
月
１８
日
f�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
子
育
て
支
援
課
　
家
庭
係�

　
内
線
５
３
４
７�

���

　
県
で
は
、
女
性
・
子
ど
も
・

高
齢
者
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
課
題
に
つ
い
て
の
人
権
尊
重�

意
識
を
高
め
る
た
め
、
住
民
の

皆
さ
ん
が
主
体
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
事
業
な
ど
に
補
助
し
て

い
ま
す
。�

※
補
助
対
象
や
採
択
基
準
、
応

　
募
方
法
な
ど
、
詳
細
は
お
問

　
い
合
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
募
集
締
切
　
５
月
１６�
日
f�

▼
補
助
金
額�

　
事
業
費
の
３
分
の
２
以
内�

　（
上
限
５０
万
円
）�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
長
野
県
人
権
・
男
女
共
同
参

　
画
課�

　
1
０
２
６（
２
３
５
）７
１
０
６�

���

▼
助
成
対
象
団
体�

　
市
内
で
活
動
し
て
い
る
住
民

　
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ�

　
ル
ー
プ
、当
事
者
支
援
団
体
、

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
団
体�

※
市
内
の
特
定
の
地
域
に
限
定

　
し
た
活
動
を
し
て
い
る
団
体

　
は
除
き
ま
す
。�

▼
助
成
対
象
事
業�

　
福
祉
に
関
連
す
る
保
健
、
医

　
療
、
教
育
な
ど
の
分
野
に
お

　
け
る
先
駆
的
で
発
展
性
の
あ

　
る
事
業
で
あ
り
、
住
民
参
加

　
に
よ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　
に
つ
な
が
る
事
業�

▼
助
成
限
度
額�

　
１
団
体
１
事
業
と
し
、
４
万

　
円
を
助
成
限
度
と
し
ま
す
。�

▼
申
請
方
法�

　
交
付
申
請
書
に
必
要
事
項
を

　
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
持

　
参
し
て
く
だ
さ
い
。�

※
申
請
書
は
、
さ
ん
と
ぴ
あ
飯

　
田
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。�

　（
飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

　
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）�

▼
申
請
締
切
　
４
月
３０
日
d�

　
※
３０
日
の
消
印
有
効�

▼
助
成
の
決
定
　
飯
田
市
社
会

　
福
祉
協
議
会
で
審
査
し
、
５

　
月
中
に
通
知
し
ま
す
。�

▼
申
請
・ 

問
い
合
わ
せ�

　
〒
３
９
５
―
０
０
２
４�

　
飯
田
市
東
栄
町�

　
３
１
０
８
―
１�

　
飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
　

　
地
域
福
祉
係�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）３
１
８
０�
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New

■問い合わせ�
　保健課　国保係　内線5441

国民健康保険税の算定方法を変更
後期高齢者医療制度の開始に伴い、国保税の算定に
新たに「後期高齢者支援金分」が加わります。�

今までの算定方法�

医療分�
所得割　資産割�
均等割　平等割�

国保加入者全員� 40～65歳の
国保加入者�

国保加入者全員� 40～65歳の
国保加入者�

平成20年度からの算定方法�

国保加入者全員�

限度額�
56万円� 9万円� 47万円� 9万円� 12万円�

75歳以上の方がいる世帯は国保税を軽減
４月以降、75歳以上の方（一定の障害があると認定された65歳以上の方を含む）は、後期高齢者医療
制度に移行し、その保険料を納めることになります。世帯の負担が急に増えることがないように、
次のような国保税の軽減を受けることができます。�

75歳以上の方が後期高齢者医療制度、75歳未満の方が国保の場合�

◆所得の低い方の国保税を軽減�
国保税の軽減を受けている世帯は、世帯構成や収入が変わらなければ、５年間、今までと同じ
軽減を受けることができます。�

75歳以上の方が社会保険等から後期高齢者医療制度に移行するこ
とにより、その被扶養者（65歳から74歳）が国保に加入する場合�

◆新たに国保に加入する場合、２年間、所得割・資産割が免除され、被保険者１人当たりで賦課
される均等割は半額になります。世帯の被保険者が１人の場合、平等割も半額になります。�

国保に加入する65歳から74歳の世帯主の方へ
65歳から74歳までの世帯主の方で、右の条件すべて
に当てはまる方は、10月に支給される年金から、国
保税が特別徴収（天引き）となります。�
（平成20年度は、10月、12月、来年２月）�

※飯田市では、口座振替による納付をしていて未納が
ない方は特別徴収の対象とせず、今までどおり口座
振替を継続します。�

◆対象者の条件�

○世帯主が国保の被保険者である�

○世帯内の国保の被保険者が全員65歳
以上75歳未満�

○特別徴収の対象となる年金の金額が
年間18万円以上あり、介護保険料と国
保税を合わせた金額が、年金額の２分
の１を超えない�

◎10月の年金から国保税を特別徴収する方には、８月
に特別徴収開始通知書をお送りします。�

介護分�
所得割　資産割�
均等割　平等割�

医療分�
所得割　資産割�
均等割　平等割�

介護分�
所得割　資産割�
均等割　平等割�

支援金分
所得割�
均等割�

＋� ＋�＋�

対象者�

世帯の合計　65万円� 世帯の合計　68万円�

◆国保税の世帯割（平等割）の軽減�
国保の被保険者が１人となる場合には、５年間、世帯割で賦課される国保税が半額になります。�

◆国保税の納税義務者は世帯主です�
世帯主が他の健康保険の被保険者であっても世帯内に国保の被保険者がいる場合、
納税通知書は世帯主あてにお送りします。�

◆４月～７月は暫定額（仮の税額）です�
８月に平成20年度の税額が決まるまでの間は、今までどおり暫定額での納付です。�
８月以降は年税額から暫定期間に納めた金額を引いた金額を分割して納付します。�

国
保
税�

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト�
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市では、地震災害から市民の生命・財産を守る
ため、建築物の耐震化の促進について定める「飯
田市耐震改修促進計画」を策定します。この計
画（案）を作成しましたので公表します。�
皆さんのご意見をお寄せください。�

※寄せられた意見と市の考え方については、後日
公表します。�

▼募集期限�４月25日（金）まで�

▼計画（案）の閲覧場所�

○市役所防災交通課�
○市役所2階　行政資料コーナー�
○各自治振興センター�
○橋北・橋南・羽場・丸山・東野公民館�

※市のホームページでご覧いただけます。�

▼意見の提出方法�

任意の意見書に住所、氏名を明記の上、持参していただくか、
または郵送、ＦＡＸ、Ｅメールにより提出してください。�

防災交通課または各自治振興センター�

▼計画（案）の閲覧時間�
午前8時30分～午後5時30分（土・日曜日を除く）�

▼意見の提出先�

　　■問い合わせ　〒395-8501　飯田市大久保町2534番地　飯田市防災交通課　内線2431�
　　　　　　　　　ＦＡＸ 0265（24）9316　Ｅメール bousai@city.iida.nagano.jp

◆耐震化率の現状と目標（平成27年度まで）�
○住宅
　現状64.3％　→　目標90.0％�
○特定建築物（多数の人が利用する大規模な建築物）�
　現状73.4％　→　目標90.0％�
○公共建築物（市有）�
　病院など  現状78.6％　→　目標100.0％�
　学校など  現状60.3％　→　目標  95.0％�
※対象建築物　昭和56年以前に建てられた建築物�

都
市
計
画
区
域
編
入
に�

関
す
る
案
の
縦
覧�

男
女
共
同
参
画�

推
進
委
員
会
委
員�

環
境
チ
ェ
ッ
カ
ー�

交通事故発生状況�
（2月29日現在）�

件数・・       ・109件（＋28）�

死者・・・       ・・　1人（－1）�

傷者・・       ・126人（＋26）�

（   ）内前年同期対比�

運転中�
　見逃さないで�
　　　　小さな手�

�

（案）�

���
　
都
市
計
画
区
域
の
整
備
・
開

発
及
び
保
全
の
方
針
　
を
縦
覧

し
ま
す
。
併
せ
て
都
市
計
画
区

域
に
山
本
・
伊
賀
良
地
区
の
一

部
を
編
入
後
に
適
用
す
る
予
定

の
容
積
率
等
の
案
を
示
し
ま
す
。�

▼
縦
覧
期
間
・
時
間�

　
４
月
８
日
c
〜
２１
日
b�

　
午
前
８
時
３０
分
〜�

　
午
後
５
時
１５
分�

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。�

▼
縦
覧
場
所�

○
都
市
・
地
域
計
画
課�

○
山
本
・
伊
賀
良
自
治
振
興
セ

　
ン
タ
ー�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
都
市
・
地
域
計
画
課�

　
内
線
２
７
４
１�

�������

▼
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
の    

 

小
学
校
５
年
生
以
上
の
方�

▼
活
動
内
容�

○
市
か
ら
お
願
い
す
る
環
境
に�

　
つ
い
て
の
調
査
や
意
見
の
報

　
告�

○
自
然
観
察
会
な
ど
環
境
に
関

　
す
る
行
事
へ
の
参
加�

▼
任
期
　
約
２
年
間�

▼
募
集
人
数
　
１
１
０
人�

※
お
住
ま
い
の
地
域
ご
と
に
人

　
数
を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き

　
ま
す
。�

▼
報
酬
　
あ
り�

▼
募
集
締
切�

　
４
月
２１
日
b�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
環
境
課
　
環
境
政
策
係�

　
内
線
５
２
４
９�

���

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関

し
て
調
査
・
審
議
し
て
い
た
だ

く
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。�

▼
対
象�

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
１８
歳
以

　
上
の
方
で
、
平
日
に
開
催
す

　
る
会
議
に
出
席
で
き
る
方�

▼
任
期
　
２
年
間�

▼
募
集
人
数
　
若
干
人�

※
委
員
の
男
女
比
率
に
つ
い
て

　
は
条
例
に
規
定
が
あ
る
た
め
、

　
男
女
比
を
考
慮
し
て
選
考
さ

　
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

▼
報
酬
な
ど
　
規
定
に
よ
る
委

　
員
報
酬
、
旅
費
を
支
給�

▼
応
募
方
法
　�

　
所
定
の
申
込
書
と
次
の
テ
ー

　
マ
で
１
、０
０
０
字
以
内
に

　
ま
と
め
た
作
文
（
様
式
任
意
）

　
を
男
女
共
同
参
画
課
に
提
出
。�

※
申
込
書
は
男
女
共
同
参
画
課

　
で
受
け
取
る
か
、
市
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
し
て
く
だ
さ
い
。�

○
作
文
の
テ
ー
マ�

　
「
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実

　
現
す
る
た
め
に
」�

▼
募
集
締
切
　
５
月
１９
日
b�

※
郵
送
の
場
合
は
消
印
有
効
。�

▼
選
考
結
果
発
表�

　
応
募
さ
れ
た
方
に
、
５
月
下

　
旬
に
結
果
を
ご
連
絡
し
ま
す
。�

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ�

　
〒
３
９
５
―
０
０
４
４�

　
飯
田
市
本
町
１
丁
目
１５
番
地�

　
男
女
共
同
参
画
課�

　
内
線
５
３
５
１�

�
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火災情報�

○○時○○分、飯田市
○○で建物火災が発生
しました。�

■問い合わせ　秘書広報文書課　情報システム係　内線2227

◆登録上の注意�
○すべての情報が必要な場合は、そ
れぞれ登録をしてください。�

○携帯電話の設定でインターネット
からのメールの受信拒否をして
いる場合は、city.iida.nagano.jpを
受信したいメールドメインの項目
に登録してください。�

いいだ安全・安心メールを配信しています�
市では、火災発生や気象警報などの情報をメールで配信しています。
このサービスを利用するためには、次のとおり利用者登録が必要です。
ぜひ登録をしてください。�

携帯電話またはパソコンから、次のアドレスにメールを送信して
ください。（題名や本文を入力する必要はありません）�

返信メールに記載された登録用のホームページのアドレス（URL）
をクリックしてください。�

◆登録方法

ガイダンスに従って利用者登録をしてください。（登録完了）�
登録用QRコード�

火災情報� その他の情報�
◆利用上の注意�
○メール着信時の携帯端末等通信料は、利用者の負担になります。�
○メール送信は、通信事業者のシステムによりますので、その状態によ
りメールの着信に遅れや障害が発生する場合があります。�

▼手順1

▼手順2

▼手順3

火災情報�
気象・災害警報、事件・事故情報、�
不審者情報、その他の情報� iida.jh@mpme.jp

iida.kj@mpme.jp

屋外広告物の禁止地域と許可地域を新たに指定しました�

　三遠南信自動車道飯田山本インターチェンジから天龍峡インターチェンジま
での区間の供用開始に伴い、良好な景観の育成等のため、屋外広告物の
表示や設置を禁止する地域、屋外広告物の表示や設置に許可を必要とする
地域を新たに指定しました。�
※既に指定されている中央自動車道の取り扱いと同様です。�

◆屋外広告物禁止地域
三遠南信自動車道飯田山本インターチェンジか
ら天龍峡インターチェンジまでの区間の両側
500メートル以内の地域�

◆屋外広告物許可地域
三遠南信自動車道飯田山本インターチェンジか
ら天龍峡インターチェンジまでの区間の両側
500メートルを超え1,000メートル以内の地域�

※三遠南信自動車道から展望できる範囲が屋外広告物

　禁止地域と屋外広告物許可地域です。�

◆適用が除外されるもの�
　屋外広告物禁止地域・屋外広告物許可地域内でも、次のものなどは
　表示や設置ができます。�
○公職選挙法等により選挙運動のために表示するもの�
○法令により表示が義務づけられているもの�
○国や公共団体が表示し、公益上必要と認められるもの�
○自己の氏名や事業などに関し、自己の住居や事務所などに表示する
　もの（禁止地域内では表示面積の合計が10平方メートル以下。許可
　地域内では表示面積の合計が15平方メートル以下で許可不要。）�
※詳細はお問い合わせください。�

三遠南信自動車道�

■問い合わせ　都市・地域計画課　内線2741
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回� 講座日時� コマ数� 講座テーマ� 講師�

42

43

44

2

4

3

5月17日（土）�
13：30～17：00 砂糖のイスラム生活史�

軍隊と銃後活動近現代史�

①近世の国際関係と脱鎖国論�
②近世日本の世界図と世界観�

6月7日（土）�
13：30～17：00�
6月8日（日）�
10：00～14：30
7月19日（土）�
15：00～16：30�
7月20日（日）�
10：00～14：30

佐藤次高さん�
（早稲田大学教授）�

荒野泰典さん�
（立教大学教授）�

上山和雄さん�
（國學院大学教授）�

三
市
合
同
企
画
第
六
十
三
回�

Ｊ
Ｒ
袋
井
駅
か
ら
バ
ス
で
約
10
分
、
遠
州
三
山
の
一
つ
可

睡
斎
は「
お
か
す
い
」と
呼
ば
れ
、わ
が
国
唯
一
の
火
防
守
護
、

秋
葉
信
仰
の
総
本
山
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
東
海
屈
指

の
巨
刹
で
す
。花
の
寺
と
し
て
も
有
名
で
、境
内
の
ぼ
た
ん
苑

で
は
３
千
坪
の
敷
地
内
に
、
約
１
５
０
種
５
千
株
の
花
が
咲

き
誇
り
、見
ご
ろ
を
迎
え
て
い
ま
す
。�

ま
た
、可
睡
斎
の
ほ
ど
近
く
に
は
、「
可
睡
ゆ
り
の
園
」が
あ

り
、３
万
坪
の
園
内
で
は
、自
然
遊
歩
道
を
散
策
し
な
が
ら
世

界
１
５
０
品
種
２
百
万
球
の
ゆ
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

由
緒
あ
る
名
刹
を
散
策
し
な
が
ら
季
節
の
花
を
満
喫
す
る

旅
は
、訪
れ
る
人
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。�

▼可睡斎「ぼたん苑」�
○見ごろ　５月上旬まで�
　※室内ぼたん庭園は５月末まで（午前９時～午後５時）�
○入場料　室内ぼたん庭園　500円（拝観料込み）�
■問い合わせ　可睡斎　10538（42）2121�
　ホームページ　http://www.kasuisai.or.jp/�
▼可睡ゆりの園�
○見ごろ　５月下旬～６月上旬（午前９時～午後５時）�
○入場料　大人1,000円、小・中学生300円�
■問い合わせ　可睡ゆりの園　10538（43）4736�
　ホームページ　http://www.yurien.jp/

す
い
さ
い
�

か
�

可睡ゆりの園

玉
造
部
の
会�

飯
田
ア
カ
デ
ミ
ア
2
0
0
8�

上
半
期
講
座�

�������

　
加
工
し
や
す
い
滑
石
で
古
代

の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
（
勾
玉
）
を

作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。�

▼
対
象
　
小
学
生
以
上
　�

▼
日
時
　
４
月
２７
日
a�

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時�

▼
場
所
　
上
郷
考
古
博
物
館
　�

▼
費
用�

○
小
・
中
学
生
　
３
０
０
円�

○
高
校
生
以
上
　
４
０
０
円�

　
（
材
料
費
・
入
館
料
な
ど
）�

▼
募
集
人
数
　
３０
人�

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選�

▼
申
込
方
法�

　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

　
番
号
を
明
記
の
上
、
往
復
は

　
が
き
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
　�

▼
申
込
締
切�

　
４
月
２４
日
e
（
消
印
有
効
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
〒
３
９
５
―
０
０
０
３�

　
飯
田
市
上
郷
別
府�

　
２
４
２
８
―
１�

　
上
郷
考
古
博
物
館�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
５�

　
Ｅ
メ
ー
ル�

　kouko@
iida-m

useum
.org�

���

　
専
門
研
究
者
を
講
師
に
、
歴

史
研
究
の
最
前
線
を
分
か
り
や

す
く
講
義
し
ま
す
。�

　
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
聴
講

い
た
だ
け
る
よ
う
、多
彩
な
テ
ー

マ
を
設
け
、
講
義
時
間
を
工
夫

し
ま
し
た
。�

▼
講
座
内
容
　
左
表�

▼
講
義
時
間�

　
１
コ
マ
９０
分�

※
複
数
の
テ
ー
マ
が
あ
る
場
合

　
は
２
コ
マ
に
な
り
ま
す
。�

▼
場
所�

　
り
ん
ご
庁
舎
３
階
会
議
室�

▼
募
集
人
数
　
３０
人�

▼
受
講
料�

　
１
コ
マ
１
０
０
円（
資
料
代
）�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
歴
史
研
究
所�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０�

○
電
子
申
請�

　
な
が
の
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス�

　http://shinsei.e-nagano.lg.jp�
�

た
ま
つ
く
り
べ�

2

1

5

1

4

2

に
電
話
し
ま
す
。

市
役
所
の
電
話
交
換
手

が
で
ま
す
。

お
知
ら
せ
に
記
載
し
て

あ
る
４
桁
の
内
線
番
号

を
お
告
げ
く
だ
さ
い
。

市
役
所
の
担
当
部
署
に

電
話
が
つ
な
が
り
ま
す
。

0

5

6

2

ー
�
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平成20年度市税等納期の一覧�

（
普
通
徴
収
）�

市

県

民

税

�

軽
自
動
車
税�

都
市
計
画
税�

固
定
資
産
税�

国
民
健
康
保
険
税�

（
普
通
徴
収
）�

介
護
保
険
料�

（
普
通
徴
収
）�

医
療
保
険
料�

後
期
高
齢
者�

農
集
排
使
用
料�

下
水
道
使
用
料�

水
道
料
金�
Ａ地区�

（口座振替日※）�

Ｂ地区�

【上下水道の検針地区】�

納 期 限 �

税金・料金は納期限までに納めましょう� ■問い合わせ
　税・保険料関係　納　税　課　内線5151�

　　　　　上下水道料関係　水道業務課　内線5256

4 月�
5 月�
6 月�
7 月�
8 月�
9 月�
10月�
11月�
12月�
1 月�
2 月�
3 月�

4月30日（水）�

6月 2日（月）�

6月30日（月）�

7月31日（木）�

9月 1日（月）�

9月30日（火）�

10月31日（金）�

12月  1日（月）�

12月26日（金）�

2月 2日（月）�

3月 2日（月）�

3月31日（火）�

�

1期�

�

2期�

�

�

�

�

3期�

�

4期�

�

1期�

�

4月納期限分�

5月納期限分�

6月納期限分�

�

4月�

�

6月�

�

8月�

�

10月�

�

12月�

�

2月�

3月�

�

5月�

�

7月�

�

9月�

�

11月�

�

1月�

�

�

�

1期�

�

2期�

�

3期�

�

�

4期�

月検針分�

3/31までの�
国保加入者等�

3/31までの�
社保扶養者等�

月検針分�

A地区…橋北・橋南・羽場・丸山・東野・座光寺・下久堅（知久平を除く）・上久堅・千代・龍江・伊豆木・山本（久米を除く）・沢城・上村・南信濃
B地区…松尾・知久平・竜丘・川路・立石・下瀬・久米・伊賀良（沢城を除く）・鼎・上郷

税
金
・
料
金�納

　
期
　
月�

納めませんか�ば
あ
ち
ゃ
ん
の
　

　
　
笑
顔
も
税
で

　
　
　
　
生
き
て
い
る

中
学
生
の
「
税
に
関
す
る
標
語
」
入
賞
作
品
か
ら

・指定した預貯金口座から、自動的に払い込まれます。�
・納期のたびに金融機関等へ行く必要がありません。�
・一度手続きをすれば、毎年継続されます。�
・納付確認は、通帳記帳によりできます。�

・預貯金口座のある金融機関で行ってください。�
・必要なもの　　預貯金通帳、届出印、市税等の納付書�

・八十二銀行　　　・長野県労働金庫�
・長野銀行　　　　・みなみ信州農業協同組合�
・飯田信用金庫　　・下伊那園芸農業協同組合�
・長野県信用組合　・ゆうちょ銀行・郵便局　以上の本支店�

・口座の預金が不足していますと振替が出来ません。�
・振替口座を変更される場合は、変更後の口座のある金融機関で
　手続きを行ってください。�
・口座振替の開始は手続きした翌月からになります。�

口座振替で�便利な�

※水道料金、下水道使用料、農集排使用料は、検針時の「使用水量等のお知らせ」に口座振替日が記載されています。�

○
12
月
の
納
期
限
は
通
常
月
よ
り
早
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

10月納期限分�

11月納期限分�

12月納期限分�

1月納期限分�

2月納期限分�

3月納期限分�

7月納期限分�

8月納期限分�

9月納期限分�
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■問い合わせ　公園事務局　 10265（59）8080　ＦＡＸ0265（59）8079　http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

ゴールデンウイークのイベント�

食の工房体験学習��
10:30～13:00�
▼焼きおにぎりづくり�
4月29日-　材料費：50円�
▼窯焼きナン＆カレーづくり�
5月3日-　材料費：150円�
▼窯焼きピザ（マルガリータ）�
づくり�
5月4日-　材料費：150円�
▼窯焼きスコーンづくり�
5月11日a　材料費：100円�

※このほか祝日を中心に楽しい企画がいっぱい！企画の持ち込みやボランティアも募集しています。�

木の工房体験学習��
10:00～12:00､13:30～15:00�
▼木のペンダント�
5月10日g

手づくり帽子づくり��
4月19日g　10:00～17:00�
場所：なかまの館�
材料費：2,000円�

キャンドルアート��
4月19日g・20日a�
10:00～15:00�
場所：なかまの館�
材料費：1,200円～�

森森探検隊��

▼おたまたまたま　たまたまたま�
   4月19日g　13:30～15:00�
▼宝さがし�
4月20日a　材料費：150円�
10:00～12:00､13:30～15:00

体験しよう！�
　バトンのかなえる夢�
4月29日-　11:00～15:30�
場所：風のひろば、なかまの館�
バトン日本チャンピオンがやってくる。�

ネイチャーゲームで森遊び�
　～わかばの森の宝地図～�
5月5日-　13:30～15:30�
受付場所：風の回廊�
森の中には宝がいっぱい。ゲーム形式で探します。�

これからの予定�

けん玉＆おしなごあそび��
5月3日-　10:00～15:00�
場所：なかまの館�
けん玉とお手玉の腕前を競います。�

ダンス！ダンス！ダンス！�

5月4日-　11:00～15:30�
場所：なかまの館�
さまざまなダンスチームが登場します。�

春のクラフト祭り��
5月5日- 10:00～16:00�
場所：なかまの館ほか�
材料費：実費�
たくさんのクラフト作家が�
集まり、さまざまなワーク�
ショップが行なわれます。�

子どもの森　青空演奏会��

5月5日-　12:00～12:30�
飯田風越高校吹奏楽部の皆さん�
による演奏�

理科実験ミュージアム　10:00～12:00､13:30～15:00

窯焼きナン＆カレーづくり�

おもしろ科学大実験��

5月3日-�
大山光晴先生を招き、モデルロケット

　などのサイエンスショーを行います。�

木の実のペンダント�

ネイチャーゲーム�

▼見はりカンをつくろう　4月13日a�
▼ＣＤコマをつくろう　　4月19日g�
▼糸電話で遊ぼう　　　　4月20日a�
�

▼風船ロケットをつくろう　4月27日a�
▼ストロー笛をつくろう 　5月 4日-

通信�
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4/19（土）�
4/20（日）�

第32回飯田都市緑化祭

春のかわらんべ通信

場所：アイパーク（ＪＲ飯田駅　正面左）�
時間：19日午前10時～午後4時　20日午前9時～午後3時30分�
○苗木、花木、盆栽の販売、盆栽展、庭園展示即売会、緑化相談会�
○無料おたのしみコーナー（ヨーヨーすくい、ポップコーン）�
○シャクナゲ有料配布（樹高40センチ前後　両日とも150本　1本500円）�
　整理券配布：午後1時から　苗木配布：午後2時から�

■問い合わせ　飯田都市緑化推進協議会事務局（土木課内）　内線2744

～花と緑のまちづくり～�

ヤブカンゾウ� や� ノビル� などを�

天ぷらにしていただきまーす！�

４月19日（土）　9:00～12:00�
持ち物：水筒、よごれてもよい服、おむすび�

これからの講座予定

▼草花遊び２（成人講座）�
４月16日（水）　持ち物：カメラ、水筒�

▼絵手紙を作ろう５（成人講座）�
５月１日（木）�
持ち物：絵手紙用の印（お持ちの方のみ）�

▼魚の福笑い　４月29日（祝）�

▼写真講座　講評１（成人講座）�
４月23日（水）　持ち物：カメラ、水筒�

▼春の鳥の観察�
４月26日（土）　持ち物：水筒、汚れても良い服、
　　　　　　　　　　双眼鏡（お持ちの方のみ）�

▼天龍峡ムシ探検�
５月３日（祝）　持ち物：水筒、虫かご、虫取り網�

▼春の星座　～大曲線と土星を観よう～�
５月４日（祝）　19:00～20:30

▼風で動く自動車作り
５月６日（休）　持ち物：水筒、うちわ�

▼春の押し花飾り作り
５月10日（土）　持ち物：水筒�

▼かわらんべウオーキング（成人講座）
５月10日（土）　15:00～16:30�
持ち物：水筒、運動のできる服装、タオル�

▼魚を捕ろう（幼児講座：保護者同伴）�
４月27日（日）　13：00～14：30�
　　　　　　　持ち物：水筒、長靴、魚の入れ物�

※事前申込が必要�

★対象　小学３年生以上（２年生以下は保護者同伴）�

★基本時間　9:00～11:00　持ち物：筆記用具�

天竜川総合学習館�
■申し込み・問い合わせ�
　天竜川総合学習館かわらんべ　1 0265（27）6115�
　http://www.tenjo.go.jp/kawaranbe/

Pick Up
★対象:小学３年生以上�
　（小学２年生以下は保護者同伴）�

かわらんべ近くで採れる春の
山菜を調理して、おいしくいた
だきましょう！�



1月15日号は休刊です�
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場　所�相談名� 日　時� 問い合わせ�

教 育 相 談 �

行 政 相 談 �

結 婚 相 談 �

こころの相談日�

障害のある方�
または�

ご家族の相談�

かけこみ教育相談�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

４月８日（火）�
１３:００～１６:００�

４月１４日（月）�
４月２８日（月）�
１３:３０～,１５:００～�

４月１３日（日）�
４月２０日（日）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

毎週月～金曜日�
８:３０～１７:３０�

上郷保健センター�

教育委員会棟�
３ 階 �

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
※本人の相談が原則�
写真１枚が必要�

家庭児童相談� りんご庁舎２階�

市 役 所 �
保健センター�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

場　所�相談名� 日　時� 問い合わせ�

消 費 者 相 談 �
毎週月～金曜日�
９:００～１７:００� りんご庁舎３階�

りんご庁舎３階�

相談は無料、秘密は厳守します。�各種相談所�

悩みごと�

法律相談�

特 別 �

一 般 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

４月１５日（火）�
１３：３０～１５：３０�
毎週火曜日�
１３:００～１６:００�
受付１５：００まで�
毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週水曜日�
１３：００～１７:００�

毎週金曜日�
１３：００～１７:００�

毎週火・木曜日�
１３：００～１７:００�

４月１１日（金）�
１３：００～１７：００�

りんご庁舎２階�

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�

さんとぴあ飯田�

子育て支援課�
内線５３４７�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０

（予約制）�

ポルトガル語�

中 国 語 �

男女共同参画課
内線５３５１�

外国人総合相談窓口
（市役所本庁舎１階）�

ジョブカフェいいだ�
若年者就業相談�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
受付１５：３０まで�

社会福祉協議会
1０２６５（５３）３１８０�

飯伊圏域障害者
総合支援センター
1０２６５（２４）３１８２�

地域づくり・庶務課�
内線  ２１１１�

保健課�
内線５５１５�
（予約制）�

子育て支援課�
内線５３０１�
教育相談室�
内線３５８１�

専用電話（FAX兼用）�
1０２６５（５３）８７３０�

男女共同参画課
内線５３５２�

ジョブカフェいいだ�
1０２６５（５３）８９６６�

市民証明コーナー�
（りんご庁舎２階）�

男女共同参画課�
内線５３５１（予約制）�

女
性
の
た
め

の

相

談

� 心
配
ご
と
相
談�

外
国
語
相
談�

高齢者福祉相談�
高齢者介護相談� りんご庁舎２階� 介護高齢課�

内線５３８４�

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

4/20（日）�

場所：四季の広場（雨天：丸山小学校体育館）�
時間：午前10時～午後３時�
○パン焼き（炭火焼きひとくちパン）　○けん玉　○凧づくり　○ウオークラリー�
○カンカンかじや（くぎで作るペーパーナイフ）　○芝居小屋　○竹あそび　など�

■問い合わせ　飯田子どもまつり実行委員会事務局　1 0265（23）7586�
　（ボランティアスタッフ募集中　詳細はお問い合わせください）�

～楽しいこといっぱい！　みんなあつまれ～！！�

第22回飯田やまびこマーチ
●４月26日（土）　５㎞・10㎞・20㎞・40㎞コース�
●４月27日（日）　５㎞・10㎞・20㎞・30㎞コース�
○スタート　　午前７時（26日40㎞、27日20㎞・30㎞）�
　　　　　　　午前９時（26日5㎞・10㎞・20㎞、27日5㎞・10㎞）�
※詳細は広報いいだ３月１日号をご覧ください。当日の申し込み参加も歓迎！�

■問い合わせ　飯田やまびこマーチ実行委員会事務局　1 0265（21）3001

～手づくりのおむすびを持って家族で歩こう～�

野底山森林公園まつり
場所：野底山森林公園　（駐車場は山田グラウンド、送迎バスあり）�
時間：午前９時～午後２時30分�
○緑化木頒布　　（１鉢400円　午前：ボタン　午後：西洋シャクナゲ）、花木等即売�
　　　　　　　　風船と花の種、綿菓子、おにぎり、豚汁、プラ資源袋、腐葉土�
　　　　　　　　野だて、もち投げ�
　　　　　　　　親子でイス作り、しいたけ菌打ち、野底ウオーク、マレットゴルフ�
　　　　　　　　ひがし太鼓、ジュニアダンス、大型紙芝居、エプロンシアター�
　　　　　　　　上郷小金管バンド、黒田人形、市民吹奏楽団�

■問い合わせ　上郷自治振興センター　�1 0265（22）2540

○プレゼント�

○体験コーナー�

○ステージ�

4/26（土）�

～さわやかな風、豊かな緑、ふれあおう森の恵みと～�

4/26（土）�
4/27（日）�

第34回飯田子どもまつり
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対象者略称　①体育協会登録会員=会員　②非会員の方　小学生＝小　中学生＝中　高校生＝高　その他＝一般�
会場の略称　○TC＝テニスコート　○CW＝クライミングウォール　○マレット場=マレットゴルフ場�

●剣道�

名称� 開催日� 会場� 対象者�

●水泳�
名称� 開催日� 会場� 対象者�

●バドミントン�

大
会
�

講
習
�

教
室
�

大
会
�

●柔道�

開催日�

●空手�

●卓球�
開催日�

会場�

会場�

大
会
�

講
習
�

教
室
�

大
会
�

講習�

講習�

教室�

教
室
�

大
会
�

名称�

名称�

対象者�

飯田市武道館� 飯田市武道館�

飯田市武道館�

飯田市武道館�

上郷柔剣道場�

対象者�

開催日� 会場�名称� 対象者�

南信柔整師会杯少年柔道大会�

県少年少女柔道チャン
ピオン大会南信予選会�

南嶋清久杯飯田柔道大会�

全国少年柔道大会南信予選会�

地区別講習会�

南信地区講習会�

上郷柔道教室Ａ�

上郷柔道教室Ｂ�

座光寺柔道教室�

飯田柔道教室�

鼎柔道教室�

松尾柔道教室�

下久堅柔道教室�

川路柔道教室�

伊賀良柔道教室�

山本柔道教室�

竜丘柔道教室�

県少年剣道練成大会�

居合道浪合大会�

飯伊地区春季剣道大会�

飯伊地区秋季剣道大会�

飯田地区剣道昇級審査会（3～1級）�

飯田地区剣道昇級審査会（4級以下）

指導者講習会�

居合道講習会�

剣道講習会�

丸山剣道教室�

羽場剣道教室�

座光寺剣道クラブ�

上郷少年少女剣道クラブ�

鼎剣道部�

伊賀良少年剣道クラブ�

山本剣道クラブ�

松尾剣道部�

竜丘剣道クラブ�

川路少年剣道クラブ�

三穂剣道クラブ�

龍江少年剣道クラブ�

千代少年剣道クラブ�

慈恩館道場少年剣道部�

慈恩館居合道部�

慈恩館杖道部�

春季高校体育連盟空手道選手権大会�

南信空手道選手権大会�

秋季高校体育連盟空手道選手権大会�

技術講習会・昇級審査�

上郷分会�

松尾少年空手クラブ�

下久堅分会�

鼎分会�

伊賀良分会�

高森分会�

山本分会�

松尾分会（木曜倶楽部）�

姫楽会�

丸山分会�

春季スイミングクラブ水泳競技大会�

飯伊地区水泳記録会�

南信地区中学校水泳競技大会�

全国JO夏季大会県公認記録会�

飯伊学童泳力テスト�

飯伊学年別記録会�

�

秋季県スイミングクラブ水泳競技大会�

県春季室内選手権水泳競技大会�

春季卓球選手権大会�

伊那谷ダブルス卓球選手権大会�

秋季卓球選手権大会�

グリーンバット争奪卓球大会�

ニッタク杯争奪卓球大会�

飯田市長杯卓球大会�

県ラージボール選手権大会�

会長杯卓球大会�

ラージボール月例大会�

審判・技術講習会�

ラージボール卓球教室�

5月11日a�

5月25日a�

2月8日a�

3月1日a�

4月13日a、7月27日a、11月16日a�

9月28日a、1月25日a�

毎週火・金曜日�

毎週水曜日�

毎週水曜日�

毎週火・木曜日�

毎週火・木・土曜日�

毎週火・金曜日�

毎週土曜日�

毎週月曜日�

毎週水・土曜日�

毎週金曜日�

毎週土曜日�

5月10日g�

5月25日a�

6月22日a�

10月5日a�

8月24日a、1月11日a�

9月6日g、2月28日g

9月21日a�

10月25日g・26a

11月9日a�

毎週土曜日�

毎週月・土曜日�

毎週土曜日�

毎週土曜日�

毎週土・日曜日�

毎週水・土曜日�

毎週火・土曜日�

毎週火・土曜日�

毎週土曜日�

毎週土曜日�

毎週土曜日�

毎週土曜日�

毎週土曜日�

毎週火・土曜日�

毎週水・金曜日�

毎週水・日曜日�

5月�

10月�

10月�

5月・7月・12月�

毎週月・水・金曜日�

毎週月・金曜日�

毎週水曜日�

毎週火曜日�

毎週火・水曜日�

毎週水曜日�

毎週金曜日�

毎週木曜日�

毎週土曜日�

毎週日曜日�

4月6日a�

8月3日a�

9月7日a�

11月9日a�

11月30日a�

2月22日a

3月8日a�

3月22日a�

毎月最終土曜日�

5月6日0

毎週土曜日�

鼎体育館�

高森町民体育館�

鼎体育館�

鼎体育館�

上郷体育館�

鼎体育館�

高森町民体育館�

鼎体育館�

鼎体育館卓球室�

高森町民体育館�

鼎体育館卓球室�

飯田高校�

山田体育館�

飯田高校�

飯田勤労者体育センター�

拳武館�

松ぼっくり講堂�

下久堅小体育館�

鼎武道館�

フォーラム伊賀良�

高森町民体育館�

山本公民館�

拳武館�

飯田長姫高校�

丸山公民館�

高�

小～一般�

高�

小～一般�

小～一般�

小・中�

小～一般�

小～一般�

小～高�

小・中�

小～一般�

中～一般�

高・一般�

小～一般�

会員・小～一般�

会員・小～高�

会員・中�

会員・小～高�

会員・小�

会員・小～高�

会員・一般�

会員・小～一般�

会員・小～一般�

会員・一般�

�

会員・一般�

会員・中�

会員・一般�

会員・小�

会員・小�

会員・小～一般�

会員・小�

会員・小～一般�

会員�

会員�

小・中�

小～一般�

小・中・一般�

小・中�

小・中・一般�

小・中・一般�

小～一般�

小～一般�

小・中�

小・中�

小～一般�

小・中�

小・中�

小・中�

高・一般�

高・一般�

小～一般�

麻績会館�

飯田市武道館�

鼎体育館�

松尾公民館�

下久堅小学校�

川路青少年柔道場�

旭ヶ丘中学校�

旭ヶ丘中学校�

竜丘柔剣道場�

丸山公民館・丸山小体育館�

羽場公民館・飯田西中武道館�

麻績会館�

上郷公民館�

鼎武道館�

�

山本小・阿智第一小体育館�

松尾小体育館�

竜丘小体育館�

川路小体育館�

三穂小体育館�

龍江小体育館�

千代小・千栄小体育館�

飯田市武道館�

飯田市武道館�

飯田市武道館�

会員・小～一般�

会員�
小～一般�

フォーラム伊賀良�
伊賀良小体育館�

飯伊地区マスターズス
イミングフェスティバル�

5月18日a

6月1日a、12月7日a

7月6日a�

7月27日a�

8月24日a

9月7日a、3月1日a

9月28日a�

11月9日a�

2月8日a

Fitness Club FLAT�

Fitness Club FLAT�

アクアパークIIDA�

Fitness Club FLAT�

アクアパークIIDA�

Fitness Club FLAT�

サンヒルズいいだ�

Fitness Club FLAT�

Fitness Club FLAT

名称� 開催日� 会場� 対象者�

大
会
�

飯伊選手権バドミントン大会�

中日杯争奪バドミントン大会�

体育協会長杯争奪バドミントン大会�

飯田市長杯争奪バドミントン大会�

会員・小～一般�

4月20日a�

6月29日a�

9月7日a�

2月15日a

飯田勤労者体育センター�
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会員�

■問い合わせ　（財）飯田市体育協会　1 0265（22）4511　内線 5861 　FAX 0265（53）4546�
Eメール sports@city.iida.nagano.jp

教室�

大会�

●弓道�

大
会
�

講
習
�

講
習
�

教
室
�

会場�名称� 開催日� 対象者�

●バスケットボール�

●ソフトボール�

大
会
�

講
習
�

名称� 開催日� 会場�

県営多目的グラウンド�

桐林屋根付多目的�
グラウンド�

県営多目的グラウンド�
矢高グラウンド�

対象者�

会員・一般�

会員・一般�

会員・一般�

市民弓道大会�

県下弓道飯田大会�

飯伊地区高等学校弓道大会�

南信弓道大会�

女子講習会�

弐段以下講習会�

弐段以下審査会�

秋季講習会�

北信越三県連合審査会�

射技射法研修会�

飯田弓道教室�

会員・高・一般�

会員・高・一般�

高�

会員・高・一般�

会員・一般女子�

会員・高・一般�

会員・高・一般�

会員・一般�

会員・一般�

会員・一般�

4月29日-�

10月12日a�

11月3日-、3月下旬�

11月30日a�

4月5日g・6日a�

4月13日a、11月2日a

4月20日a、11月9日a�

9月28日a�

10月19日a

2月11日-

県営飯田弓道場�

県営飯田弓道場�

市営弓道場�

市営弓道場�5月中旬～7月下旬�
毎週火・金曜日　20回�

5月18日a、10月19日a、
3月15日a

4月27日a、5月25日a、6月29
日a、7月27日a、8月24日a、9
月28日a、10月26日a、11月23
日-、12月21日a、1月25日a、2
月22日a、3月29日a

会員・中～一般�
初心者�

大
会
�

教
室
�

会場�名称� 開催日� 対象者�

飯伊地区中学校バスケットボール選手権大会�

飯伊高校バスケットボール選手権大会�

春季一般バスケットボール夜間リーグ�

飯伊高校バスケットボール強化リーグ大会�

県ミニバスケットボール優勝大会（男子）�

南信高校選抜バスケットボール優勝大会�

秋季一般バスケットボール夜間リーグ�

飯伊総合バスケットボール選手権大会�

飯伊ミニバスケットボール選手権大会�

高陵ジュニアミニバスケットボールクラブ

下久堅ミニバスケットボール教室�

山本ミニバスケットボール教室�

伊賀良ミニバスケットボール教室�

会員�

会員�

会員・一般�

会員�

会員�

会員�

会員・一般�

会員・一般�

会員�

小�

小(3年生以上)�

小�

小(3年生以上女子)�

4月26日g・27日a�

4月29日-�

6月16日(月)～7月下旬�

8月4日b・5日c

8月31日a�

9月5日f～7日a�

10月3日f～12月中旬�

2月7日g・8日a・11日-�

3月1日a�

毎週水・土・日曜日�

毎週日曜日�

毎週土曜日�

毎週日曜日�

鼎・上郷体育館�

鼎・上郷体育館�

鼎中体育館・鼎体育館�

鼎・上郷体育館�

鼎体育館　他�

飯田長姫高・飯田工業高体育館�

鼎中体育館・鼎体育館�

鼎・上郷体育館�

鼎体育館　他�

座光寺小・上郷小・高陵中体育館�

下久堅小体育館�

山本小体育館�

伊賀良小体育館�

●テニス�

教室�

大
会
�

会場�名称� 開催日� 対象者�

県飯田テニス大会�

春季飯田テニス大会�

春季飯田市民テニス大会�

クラブ対抗戦�

鼎オープンダブルステニス大会�

飯田テニス選手権大会�

秋季飯田市民テニス大会�

ビーバーカップミックスダブルス大会�

南信テニス選手権大会�

冬季飯田テニス大会�

テニス教室�

飯田市LS交流ソフトボール大会�

飯田市60歳以上ソフトボール大会�

ソフトボールピッチング講習会�

会員�

会員�

会員・高・一般�

会員�

会員・高・一般�

会員�

会員・高・一般�

会員・高・一般�

会員�

会員・高・一般�

小～一般�

4月6日a�

4月27日a�

5月25日a�

7月20日a�

8月31日a�

9月14日a�

9月21日a�

10月12日a�

11月2日a�

1月25日a

天竜峡TC�

天竜峡・矢高TC�

天竜峡・矢高TC�

天竜峡TC�

矢高TC�

天竜峡・矢高TC�

天竜峡・矢高TC�

天竜峡TC�

天竜峡・矢高TC�

天竜峡TC�

天竜峡TC6月8日a・15日a・22日a・�
29日a・7月6日a

●太極拳�

講
習
�

教
室
�

会場�名称� 開催日� 対象者�

飯田武術太極拳フェスティバル�

�

�

前期技能検定（5～2級）及び講習会�

技術講習会�

後期技能検定（5～2級）及び講習会�

健高会北方教室�

　〃  武道館教室�

　〃  伊賀良教室�

　〃  高陵教室�

愛好会北方教室�

　〃　駄科教室�

会員�

会員・一般�

�

会員�

�

�

�

�
小～一般�
�

9月7日a�

�

�

6月8日a�

7月19日g・20日a

12月7日a�

毎週木曜日�

毎週水・土曜日�

毎週木曜日�

毎週火・水曜日�

毎月第1・第3金曜日�

毎月第2・第4火曜日�

飯田市武道館�
上郷体育館柔道室�

飯田市武道館�

�

�

�

飯田市武道館�

�

北方会館�

飯田市武道館�

伊賀良公民館�

上郷体育館�

北方会館�

駄科集落センター�

●合気道�
会場�名称� 開催日� 対象者�

初心者体験講習会�

合気道教室�

合気道教室�

合気道教室�

飯田市武道館�

飯田市武道館�

上郷柔剣道場�

上郷体育館柔道場�

�

�

�

毎週土・日曜日�

毎週木曜日�

毎週月曜日�

小～一般�

小～一般�

小～一般�

小～一般�

飯田市武道館�

●山岳�

講
習
�

教
室
�

会場�名称� 開催日� 対象者�

県山岳協会雪上訓練�

県山岳協会伊那支部岩登り講習会�

県山岳協会伊那支部冬山講習会�

県山岳協会岩登り講習会�

県山岳協会雪山講習会�

飯田山岳会クライミング体験教室�

飯田山岳会市民登山�

県山岳協会伊那支部夏山登山教室�

�

�

会員�

�

�

小～一般�

中～一般�

中～一般�

5月下旬�

8月～9月�

12月�

10月下旬�

3月上旬�

6月上～下旬�

10月�

7月下旬�

針の木雪渓�

駒ヶ根市菅の台CW�

八ヶ岳�

小川山�

根子岳�

駒ヶ根市菅の台CW�

中央アルプス�

中央アルプス�

●野球�

大
会
�

会場�名称� 開催日� 対象者�

4月20日a・27日a　�

5月10日(土)・11日a�

5月18日a・25日a�

5月24日g、6月8日a

6月29日a、7月6日a

8月24日a・31日a�

9月7日a・21日a�

10月19日a・26日a

6月15日a

10月19日a

押洞運動場、今宮球場�

今宮球場�

今宮球場�

今宮球場�

押洞運動場、今宮球場�

押洞運動場、今宮球場�

押洞運動場、今宮球場�

押洞運動場、県営飯田野球場�

会員・�
中～一般�

高藻基之師範による武

器技・体術の講習会�

初心者体験及び�
段・級向講習会�

5月11日a、8月24日
a、3月15日a�
10月13日-

高松宮賜杯全日本軟式野球
大会（1・2部）飯田大会�

高松宮賜杯全日本軟式野球
大会（2部）南信大会�

天皇賜杯全日本軟式野球大
会飯田大会�

日本マスターズ2008南信大会�

中部日本都市対抗軟式野球
大会飯田大会�

東日本軟式野球大会（1・2部）
飯田大会�

東海五県軟式野球大会平成
21年度代表飯田大会�

軟式野球連盟飯田支部企業
選手権大会飯田大会�

4月24日e、5月29日e、6
月26日e、7月31日e、8
月28日e、9月25日e、10
月30日e、11月20日e
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対象者略称　①体育協会登録会員=会員　②非会員の方　小学生＝小　中学生＝中　高校生＝高　その他＝一般�
会場の略称　○TC＝テニスコート　○CW＝クライミングウォール　○マレット場=マレットゴルフ場�

●アーチェリー�

名称� 開催日� 会場� 対象者�

●ソシアルスポーツダンス�

講
習
�
教
室
�

名称�

初心者講習会�

ソシアルスポーツダンス教室�

開催日�

9月21日a、�
10月19日a、�
11月16日a

毎月第3日曜日�

会場�

飯田市勤労者�
福祉センター�

対象者�

会員・一般�

●ゲートボール�

大
会
�

講
習
�

会場�名称� 開催日� 対象者�

飯田支部春季親睦大会�

県選手権支部予選大会�

中日旗争奪ゲートボール大会�

社会人（2部）支部予選大会�

�

高齢者親善支部予選大会�

県選抜支部予選大会�

飯田支部地区対抗ゲートボール大会�

飯田支部「アイホールいとう」大会�

信毎旗争奪ゲートボール大会�

飯田支部秋季親睦大会�

北信越選手権支部予選大会�

3級審判員講習会�

上級及び役員講習会�

初心者教室�

会員・一般�

会員�

会員・一般

会員�

会員・一般

会員�

会員�

会員�

会員・一般

会員・一般

会員・一般

会員�

会員�
�

小～一般�

4月8日c�

4月29日-�

5月7日d、8月26日c

6月10日c�

7月8日c�

7月22日c�

8月12日c�

8月19日c�

9月12日f�

9月30日c�

10月14日c�

11月11日c�

9月�

12月�

4月～10月�

�

�

�

城下グラウンド�

�

�

�

�

�

城下グラウンド�

�

松尾竜水園�

アスティたかぎ�

●マレットゴルフ�

講習�

講習�

教室�

大
会
�

会場�名称� 開催日� 対象者�

5月マレットゴルフ大会�

飯田市長杯争奪マレットゴルフ大会�

7月マレットゴルフ大会�

8月マレットゴルフ大会�

9月マレットゴルフ大会�

飯伊マレットゴルフ選手権大会�

11月マレットゴルフ大会�

12月マレットゴルフ大会�

新春マレットゴルフ大会�

3月マレットゴルフ大会�

マレットゴルフ講習会�

会員�

会員・一般�

会員�

会員�

会員�

会員・一般�

会員�

会員�

会員�

会員�

会員�

5月4日-�

6月1日a�

7月6日a�

8月3日a�

9月7日a�

9月21日a�

11月9日a�

12月7日a�

2月22日a�

3月15日a�

10月5日a

松尾マレット場�

今田平マレット場�

座光寺マレット場�

下久堅親水公園マレット場�

今田平マレット場�

松尾マレット場�

今田平マレット場�

松尾マレット場�

下久堅親水公園マレット場�

座光寺マレット場�

座光寺マレット場�

●ゴルフ�

名称� 開催日� 会場� 対象者�

大
会
�

ゴルフ研修会�

飯田アーチェリー大会�

初心者講習会�

アーチェリー教室�

6月下旬～7月上旬�

5月～7月の毎月第2日曜日�

4月～11月の毎月第2日曜日�

飯田市�
アーチェリー場�

会員・一般女子�

�

会員・一般�

会員・一般�

4月10日e�

4月10日e

9月15日-�

高森カントリークラブ�

高森カントリークラブ�

飯田カントリー倶楽部

飯田カントリー倶楽部

●ラグビー�
名称� 開催日� 会場� 対象者�

大
会
�

�

飯田ラグビーフェスティバル�

�

信静ラグビー交流会�

上郷杯少年ラグビー大会�

飯伊ラグビースクール交流大会�

飯伊春季陸上競技記録会�

飯伊小中学生陸上競技会�

飯伊陸上競技選手権大会�

飯伊秋季陸上競技記録会�

飯伊クロスカントリー大会�

陸上競技技術講習会�

会員・一般�

会員・小・中・一般�

会員・中�

会員・小～高�

会員・小�

会員・小・中�

会員・一般�

会員・中～一般�

会員・高～一般�

4月13日a�

6月28日g・29日a

9月15日-・23日-

9月20日g・21a

11月9日a�

3月20日-

信毎旗争奪大会兼県民スポー
ツフェスティバル予選大会�

県レディース地区対抗ゴルフ大会�
飯伊地区レディースゴルフ大会�
県シニア市町村対抗ゴルフ大会�
飯田市シニアゴルフ大会�

飯田市長旗争奪�
飯田市地区対抗ゴルフ大会�

5月23日f、6月11日d、�
7月17日e

松尾竜水園�
竜丘コミュニティー広場�

桐林屋根付�
多目的グラウンド�

会員・一般シニア�
(1948/12/31以前生まれ)

講習�

大会�

講習�

教室�

●家庭婦人バレーボール�
名称� 開催日� 会場� 対象者�

大
会
� リーグ戦�

5月11日a�

6月8日a�

7月13日a、9月14日a�

1月25日a

鼎体育館�

鼎・上郷・切石体育館�

鼎・上郷体育館　�

鼎・上郷体育館　�

全国ママさんバレーボール大会�
飯伊予選会�
中電若葉杯�
ママさんバレーボール大会�

中日新聞杯�
ママさんバレーボール大会�

南信州新聞社杯�
ラグビーフットボール大会�

南信州中学校�
ラグビーフットボール大会 松尾総合運動場�

●陸上競技�

名称� 開催日� 会場� 対象者�

大
会
�

講
習
�

会員・小～一般�

小・中�

会員・小～一般

会員・小～一般

会員・小～一般�

4月5日g�

5月24日g・25日a�

8月23日g・24日a�

10月18日g・19日a

1月18日a

サントリーカップ�
小学生バレーボール南信大会�

全日本9人制バレーボール�
総合選手権大会県予選会�

コカコーラ杯県小学生�
バレーボール大会�

松尾総合運動場�

松尾総合運動場�

天竜川総合学習館�

●バレーボール�

開催日� 会場�

大
会
�

名称� 対象者�

飯伊総合6人制バレーボール春季大会�

高校女子バレーボール春季飯田大会�

飯伊小学生バレーボール春季大会�

�

飯伊総合9人制バレーボール春季大会�

ウラノカップ�

飯伊小学生バレーボール秋季大会�

�

高校女子バレーボール秋季飯田大会�

�

飯伊総合9人制バレーボール秋季大会�

飯伊総合6人制バレーボール秋季大会�

高校女子バレーボール冬季飯田大会�

飯伊小学生バレーボール正月大会�

長野米カップ上下伊那ブロック大会�

南信地区高校ＯＧバレーボール大会�

飯田冬季練成会�

4月13日a�

4月19日g・20日a�

5月11日a�

6月1日a�

6月7日g�

8月17日a～19日c�

9月7日a�

9月21日a�

10月4日g・5日a�

10月19日a�

10月26日a

12月14日a�

1月4日a～6日c�

1月11日a�

2月15日a�

2月22日a�

1月17日g・18日a

会員・中～一般�

会員・高�

会員・小�

会員・小�

会員・中～一般�

会員・高�

会員・小�

会員・一般�

会員・高�

会員・小�

会員・中～一般�

会員・中～一般�

会員・高�

会員・小�

会員・小�

会員・一般

会員・小�

鼎体育館�

鼎体育館�

上郷体育館�

鼎・上郷体育館�

上郷体育館�

鼎・上郷体育館�

下條村・高森町民体育館�

鼎・上郷体育館�

鼎体育館�

鼎・上郷体育館�

上郷体育館�

鼎・上郷体育館�

鼎体育館�

上郷体育館�

鼎・上郷体育館�

上郷体育館�

鼎・上郷体育館�

4月19日g・20日a、�
5月5日-・6日0、8月4日b

・5日c、1月4日a～7日d、
3月28日g

会員・小    
～ 一 般 �

会員�
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●スポーツ少年団�

団体名� 場所� 対象者� 団体名� 開催日� 場所� 対象者�

研修会・大会など� 開催日� 場所� 対象者�

柔
道
�

空
手
�

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
�
バ
ス
ケ
ッ
ト
�
サ
ッ
カ
ー
�

開催日�

●生涯学習・スポーツ課主要行事�

●飯田市体育協会主要行事�

●中央道沿線都市親善スポーツ大会�

名称� 開催日� 場所� 対象者�

●ソフトテニス�

大
会
�

講
習
�

会場�名称� 開催日� 対象者�

�

�

県飯田ソフトテニス大会�

�

�

飯田諏訪交流大会�

�

飯伊中学生技術指導講習会（男子）�

飯伊中学生技術指導講習会（女子）

小学生指導・交流講習会�

技術等級検定会・技術指導講習会�

南信地区高校生技術指導講習会�

家庭婦人バレーボール �

小学生バレーボール �

弓道 �

剣道 �

早起き野球 �

柔道 �

アーチェリー �

マレットゴルフ �

小学生ラグビー �

高陵ジュニアバレーボール�

伊賀良ジュニアバレーボール�

飯田ミニバスケットボール�

上郷バスケットボール�

飯田少年サッカースクール�

飯田市上郷ＦＣ�

上郷柔道�

飯田武道館�

空手道糸東会�

空手第4団鼎空手クラブ�

飯田市空手道連盟第2団義心館羽場�

チャレスポ多種目 �

飯田市カラーガード隊 �

飯田市上郷バドミントン �

ポミエ新体操クラブ �

いいだ乗馬�

飯田リトルシニア野球(硬式) 

指導者・母集団研修会 �

地区競技別交流サッカー大会 

リーダー研修会 �

スポーツ少年団大会  

毎週水曜日、毎週木・土曜日�

毎週木・土曜日�

毎週木・土曜日�

毎週水・金・日曜日�

毎週土曜日または日曜日�

毎週水・日曜日�

毎週火・金曜日�

毎週火・木曜日�

第2.4土曜日、毎週日曜日�

毎週火曜日�

毎週火・日曜日�

各地区によって異なる�

毎週月・火・水・木・土曜日�

毎週土曜日�

毎週火・土曜日�

毎週土曜日�

毎週日曜日�

毎週月・金曜日�

毎週土曜日�

毎週火・土曜日�

毎週火・木・土曜日�

毎週月・火・木・金・土・日曜日�

毎週土・日曜日�

毎週土・日曜日及び祝日�

毎週土・日曜日及び祝日�

�

5月18日(日)�

6月29日(日)�

10月18日(土)・19日(日)�

3月1日(日)

上郷体育館　他�

飯田市武道館２F�

上郷体育館�

丸山小体育館�

�

�

�

�

�

�

�

�

県営多目的グラウンド他�

阿南少年自然の家�

飯田勤労者体育センター他�

上郷体育館、上郷小体育館�

伊賀良小体育館�

鼎体育館�

上郷小体育館�

�

上郷小グラウンド�

上郷柔剣道場�

飯田市武道館�

上郷柔剣道場�

鼎武道館　他�

羽場公民館�

�

上郷体育館2F�

上郷小グラウンド�

飯田市武道館�

小・中�

小�

小(3年生以上)�

幼児～中�

小�

小・中�

幼児～中�

幼児～高�

幼児～高�

幼児～高�

幼児～高�

幼児～中�

小・中�

小・中�

小・中�

小(2年生以上)�

幼児～高（女子のみ）�

小（2年生以上）・中�

幼児・小（基礎）�

小（育成）�

小～高（選手）�

小�

中�

小・中（リトルリーグ）�

中（リトルシニア）�

�

�

�

スポーツ少年団員�

中�

会員・高・一般

会員・高�

会員・一般�

会員・中・一般�

会員・一般�

高�

中�
�

小�

中～一般�

高�

4月20日a、9月6日g

5月3日-、9月28日a�

5月6日0�

7月5日g�

8月9日g、11月8日g

10月4日g�

10月25日g

4月5日g�

4月12日g�

4月19日g�

8月23日g�

2月7日g

8月3日a�

8月3日a�

8月3日a�

8月10日a

9月7日a�

9月14日a�

10月5日a�

10月12日a�

10月12日a

鼎体育館　他�

上郷体育館　他�

県営飯田弓道場�

飯田市武道館�

今宮球場　他�

飯田市武道館�

矢高グラウンド�

座光寺マレット場�

松尾総合運動場�

登録チーム�

小�

高・一般�

一般�

会員�

小・中�

中～一般�

会員・一般�

小�

押洞テニスコート�

押洞テニスコート�

豊丘村体育館�

中央公園～市内・高森町�

�

�

市営市民プール�

市運動公園プール�

�

市内グラウンド�

市内・風越山・今宮球場�

長野市～飯田市�

飯田勤労者体育センター�

名称� 開催日� 会場� 対象者�

9月6日g、10月4日g運動能力向上教室 めざせスポーツ万能！�
飯田勤労者体育センター�
松尾総合運動場�

郡市ＡＢＣ級別�
ソフトテニス大会（Ｃクラス）�

郡市ＡＢＣ級別ソフトテニス
大会（Ａ・Ｂクラス）�

飯田伊那交流リーグ戦ソフト
テニス大会�

飯伊地区クラブ対抗戦ソフト
テニス大会�

高校1年生南信予選ソフトテ
ニス大会�

会場�名称� 開催日� 対象者�

飯田やまびこマーチ �

第18回県市町村対抗駅伝競走大会�

第4回県市町村対抗小学生駅伝競走大会�

市営市民プール開場 �

運動公園アクアパークプール開場 

南信濃B&G海洋センタープール開場 

信州飯田60歳以上ソフトボール大会 

�

第57回県縦断駅伝競走大会�

ニュースポーツフェスティバル 

4月26日g・27日a�

5月6日0

5月6日0�

7月5日g～9月7日a�

7月5日g～9月7日a�

7月5日g～9月7日a�

9月27日g・28日a　�

10月13日-�

11月15日g・16日a�

11月30日a

南信濃B&G海洋
センター�

風越登山マラソン大会兼みんなで走ろ
う大会兼ウォーキング大会�

松本城～松本平広
域公園陸上競技場�

4月6日～9月28日の毎週
日曜日、(4月13日、6月29
日、8月24日、9月7日を除く)

10月5日～11月23日の毎週
日曜日、(10月19日を除く)

12月7日～3月29日の毎週日曜日�
(3月15日を除く)

●サッカー�

大
会
�

会場�名称� 開催日� 対象者�

�

�

飯田市長杯少年サッカー大会�

県サッカーリーグ�

全日本少年サッカー県大会�

県U-12女子サッカーひまわりリーグ�

日本女子サッカーなでしこリーグ�

北信越少年サッカー県大会予選会�

南信35サッカーリーグ�

飯伊少年サッカー大会フェスティバル�

トライアルFA　飯田�

北信越少年サッカー県大会�

社会人飯伊サッカー選手権大会�

飯伊少年サッカー大会�

南信少年サッカーフェスティバル大会�

�

社会人飯伊冬季サッカーリーグ�

シニアサッカー大会�

県少年サッカー春季大会�

�
会員・一般�

小�

会員・一般�

小�

小（女子）�

会員・一般�

小�

会員・一般�

小�

会員・中・一般�

小�

会員・一般�

小�

小�

会員・一般�

会員・一般�

会員・一般�

小�

5月3日-～5日-�

6月1日a、7月13日a・27日a�

6月1日a・8日a�

6月21日g�

6月22日a、9月13日g・14日a�

7月20日a・21日-�

8月3日a、9月7日a�

8月30日g・31日a�

9月20日g、11月22日g、12月6g�

10月4日g・5日a�

�

11月23日a・24日-

11月29日g・30日a�

12月6日g・7日a�

�

12月13日g・14日(日)�

3月14日g・15日(日)

県営多目的グラウンド�

松尾総合運動場�

�

松尾総合運動場�

松尾総合運動場�

県営多目的グラウンド�

松尾総合運動場�

松尾総合運動場�

松尾総合運動場�

�

座光寺河川敷運動場�

県営多目的グラウンド�

�

松尾総合運動場�

座光寺河川敷運動場�

松尾総合運動場�

座光寺河川敷運動場�

県営多目的グラウンド�
松尾総合運動場�

県営多目的グラウンド�
松尾総合運動場�

県営多目的グラウンド�
座光寺河川敷運動場�

県営多目的グラウンド�
座光寺河川敷運動場�

社会人飯伊夏季サッカ
ーリーグ�

社会人飯伊サッカー選手権大会
3位決定戦・決勝�

会員・小～一般�

小～一般�
(要申込)

60歳以上
愛好者�
小～一般�
(要申込)

代表選手�

代表選手�

小～一般�

幼児�
(保護者同伴)�
～一般�

飯田市上郷卓球 

上郷ラグビー�

飯田市剣道第一�

NPO法人日本武道総合格闘技連盟�
武道空手飯田少年クラブ�

上郷黒田・松尾・鼎体育館3F・旭ヶ丘
中武道場・白山町・竜丘児童センター・
千代公民館・川路公民館・麻績会館�

県営多目的グラウンド�
座光寺グラウンド　他

上郷体育館�
上郷柔剣道場�

上郷体育館�
丸山小体育館�
上郷体育館�
丸山小体育館�

城下グラウンド�
天竜グラウンド�

㈱日本トレッキング�

桐林運動場 他�

指導者・母集団、団員
・一般�



安土城（イメージ）�安土城（イメージ）�

飯田アカデミア2008
歴史研究の最前線を分かりやすく講義� 巨大で豪華な日本建築巨大で豪華な日本建築�

安土城と大坂城�

奥州藤原氏の中尊寺金色堂、足利義満の金
閣をはるかに超えた信長の安土城、壁面を
金色の彫刻で埋め尽くした秀吉の大坂城
といった、日本史上最高の豪華建築の話です。�

出雲大社と厳島神社�

神社本殿で面積が史上最大の厳島神社は、
掘って造られた人工の海に建てられました。
同じく神社本殿の高さが史上最大の出雲
大社は、かつては高さ24ｍもありました。�

講師�
三浦正幸さん（広島大学教授）�

●4月19日 土 13:30～17:00　「安土城と大坂城」�
●4月20日 日 10:00～14:30　「出雲大社と厳島神社」�

●受講料（資料代）�
　90分を１コマとし、１コマ当たり100円�
※今後の日程など詳細は19ページ�

●開館時間　午前9時30分～午後5時（入館午後4時30分まで）�

●休 館 日　毎週月曜日（祝日の場合は翌日）、祝日の翌日�

●観 覧 料　一般310円（210円）、高校生200円（150円）、�

　　　　　　小中学生100円（80円）※（ ）内は20人以上の団体�

展示期間�4月25日F～5月25日A

菱田春草をめぐる�
　　　画題のイメージ�第１回「端妍」�

平常�
展示� 菱

田
春
草
「
霊
昭
女
」
明
治
35
年（
1
9
0
2
）　
飯
田
市
美
術
博
物
館
蔵

　今年度の美術平常展示では「菱田春草をめぐる画題のイメージ」と題
し、６期にわたり春草作品を陳列します。�
　１回目のイメージは「端妍（たんけん）」。端正妍麗、容姿が整って美し
いという意味の言葉です。明治35年、美術院の研究会で「端妍」が課
題とされ、春草は、右図「霊昭女（れいしょうにょ）」を描きました。霊昭女とは
中国唐時代の人物で、禅宗に帰依しつつ両親に孝養を尽くした女性です
が、春草は彼女こそ「端妍」にふさわしいと考えたのです。この作品を前にし
た時、皆さんはどのような印象を受けるでしょうか。�

［広報いいだ］2008.4.1��大豆油インキを使用し、環境に配慮した広報紙作りに努めています。�古紙配合率100％白色度70％の再生紙�

発行・編集：飯田市役所企画部秘書広報文書課／〒３９５-８５０１ 長野県飯田市大久保町２５３４ 1０２６５（２２）４５１１  FAX.０２６５（５３）４５１１●ホームページ http://www.city.iida.nagano.jp/

飯田市の人口（3/1現在）■人口＝106,825人（前月比ー100）男51,136人／女55,689人  ■世帯＝37,604戸（前月比ー64）


